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令和３年第３回足寄町議会定例会議事録（第４号） 

令和３年９月２７日（月曜日）     

 

◎出席議員（１２名） 

   １番 多治見 亮 一 君   ２番 高 道 洋 子 君   

３番 進 藤 晴 子  君   ４番 榊 原 深 雪 君   

５番 田 利 正 文  君   ６番 熊 澤 芳 潔 君   

７番 髙 橋 健 一  君   ８番 川 上 修 一 君   

９番 髙 橋 秀 樹 君  １０番 二 川   靖 君  １

１番 木 村 明 雄 君  １３番 吉 田 敏 男 君 

 

◎欠席議員（１名） 

  １２番 井 脇 昌 美 君 

 

◎法第１２１条の規定による説明のための出席者 

足  寄  町  長   渡 辺 俊 一 君 

足寄町教育委員会教育長   藤 代 和 昭 君 

足寄町農業委員会会長              齋 藤 陽 敬 君 

足 寄 町 代 表 監 査 委 員              川 村 浩 昭 君 

 

◎足寄町長の委任を受けて説明のため出席した者 

副    町    長   丸 山 晃 徳 君 

総 務 課 長              松 野   孝 君 

福 祉 課 長              保 多 紀 江 君 

住 民 課 長              佐々木 雅 宏 君 

経 済 課 長              加 藤 勝 廣 君 

建 設 課 長              増 田   徹 君 

国民健康保険病院事務長   川 島 英 明 君 

会  計  管  理  者   伊 藤 啓 二 君 

消 防 課 長              大竹口 孝 幸 君 

 

◎教育委員会教育長の委任を受けて説明のため出席した者 

教 育 次 長              丸 山 一 人 君 

 

◎農業委員会会長の委任を受けて説明のため出席した者 

農 業 委 員 会 事 務 局 長              山 田 弘 幸 君 

 

◎職務のため出席した議会事務局職員 

事 務 局 長              横 田 晋 一 君 

事  務  局  次  長   野 田   誠 君 

総 務 担 当 主 査   中 鉢 武 志 君 
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◎議事日程 

 日程第 １  議案第７９号        令和２年度足寄町上水道事業会計剰余金の処分及び決算認

定について（令和２年度決算審査特別委員会）＜Ｐ４～Ｐ

６＞ 

 日程第 ２  議案第８０号        令和２年度足寄町国民健康保険病院事業会計決算認定につ

いて（令和２年度決算審査特別委員会）＜Ｐ４～Ｐ６＞ 

 日程第 ３  議案第８１号        令和２年度足寄町一般会計歳入歳出決算認定について

（令和２年度決算審査特別委員会）＜Ｐ４～Ｐ６＞ 

 日程第 ４  議案第８２号        令和２年度足寄町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算

認定について（令和２年度決算審査特別委員会）＜Ｐ４～

Ｐ６＞ 

 日程第 ５  議案第８３号        令和２年度足寄町簡易水道特別会計歳入歳出決算認定につ

いて（令和２年度決算審査特別委員会）＜Ｐ４～Ｐ６＞ 

 日程第 ６  議案第８４号        令和２年度足寄町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認

定について（令和２年度決算審査特別委員会）＜Ｐ４～Ｐ

６＞ 

 日程第 ７  議案第８５号        令和２年度足寄町介護保険特別会計歳入歳出決算認定につ

いて（令和２年度決算審査特別委員会）＜Ｐ４～Ｐ６＞ 

 日程第 ８  議案第８６号        令和２年度足寄町介護サービス事業特別会計歳入歳出決算

認定について（令和元２度決算審査特別委員会）＜Ｐ４～

Ｐ６＞ 

 日程第 ９  議案第８７号        令和２年度足寄町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認

定について（令和２年度決算審査特別委員会）＜Ｐ４～Ｐ

６＞ 

 日程第１０  議案第８８号        令和２年度足寄町資源ごみ処理等事業特別会計歳入歳出決

算認定について（令和２年度決算審査特別委員会）＜Ｐ４

～Ｐ６＞ 

 日程第１１  議案第７４号        令和３年度足寄町一般会計補正予算（第６号）＜Ｐ７～Ｐ

３０＞ 

 日程第１２  議案第７５号        令和３年度足寄町国民健康保険事業特別会計補正予算（第

１号）＜Ｐ７～Ｐ３０＞ 

 日程第１３  議案第７６号        令和３年度足寄町介護保険特別会計補正予算（第１号）＜

Ｐ７～Ｐ３０＞ 

 日程第１４  議案第７７号        令和３年度足寄町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１

号）＜Ｐ７～Ｐ３０＞ 

 日程第１５  議案第７８号        令和３年度足寄町資源ごみ処理等事業特別会計補正予算

（第１号）＜Ｐ７～Ｐ３０＞ 

 追加日程第 １  意見書案第６号 コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実

を求める意見書＜Ｐ３１＞ 

 追加日程第 ２  意見書案第７号 国土強靱化に資する社会資本整備等に関する意見書＜Ｐ３

１～Ｐ３２＞ 

 追加日程第 ３  意見書案第８号 コロナ禍における農畜産物の消費拡大及び高温・干ばつに
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よる農作物被害対策を求める意見書＜Ｐ３２＞ 

 追加日程第 ４  所管事務調査期限の延期について（総務産業常任委員会・文教厚生常任委員

会）＜Ｐ３２～Ｐ３３＞ 

 追加日程第 ５  閉会中継続調査申出書（総務産業常任委員会・広報広聴常任委員会・議会運

営委員会）＜Ｐ３３＞ 
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午前１０時００分 開会 

 

◎ 開議宣告 

○議長（吉田敏男君） 皆さん、おはよう

ございます。 

 １２番井脇昌美君は欠席であります。 

 これから、本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとお

りです。 

 

◎ 議運結果報告 

○議長（吉田敏男君） 議会運営委員会委

員長から、会議の結果の報告を願います。 

 議会運営委員会委員長 榊原深雪君。 

 ４番。 

○議会運営委員会委員長（榊原深雪君） 

９月２４日に開催されました、第３回定例

会に伴う議会運営委員会の協議の結果を報

告します。 

 本日は、最初に令和２年度決算審査特別

委員会に付託し、休会中の審査となってお

りました、議案第７９号から議案第８８号

までの決算認定について、審査報告を受け

審議を行います。 

 次に、議案第７４号から議案第７８号ま

での令和３年度補正予算の提案説明を受け

た後、即決で審議いたします。 

 以上で、報告を終わらせていただきま

す。 

○議長（吉田敏男君） これにて、議会運

営委員会委員長の報告を終わります。 

 

◎ 議案第７９号から議案第８８号まで 

○議長（吉田敏男君） 日程第１ 議案第

７９号令和２年度足寄町上水道事業会計剰

余金の処分及び決算認定についての件から

日程第１０ 議案第８８号令和２年度足寄

町資源ごみ処理等事業特別会計歳入歳出決

算認定についての件までの１０件を一括議

題といたします。 

 本件における委員長の報告は別紙配付の

とおりです。 

 これにて、委員長の報告を終わります。 

 これより、議案第７９号令和２年度足寄

町上水道事業会計剰余金の処分及び決算認

定についての件の討論を行います。 

 これから討論を行います。 

 討論はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（吉田敏男君） 討論なしと認めま

す。 

 これで討論を終わります。 

 これから、議案第７９号令和２年度足寄

町上水道事業会計剰余金の処分及び決算認

定についての件を採決をします。 

 この決算に対する委員長の報告は、原案

のとおり可決及び認定するものです。 

 この決算は、委員長の報告のとおり、原

案のとおり可決及び認定することに賛成の

方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（吉田敏男君） 全員の起立です。 

 したがって、議案第７９号令和２年度足

寄町上水道事業会計剰余金の処分及び決算

認定についての件は、原案のとおり可決及

び認定することに決定をいたしました。 

 これより、議案第８０号令和２年度足寄

町国民健康保険病院事業会計決算認定につ

いての件の討論を行います。 

 討論はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（吉田敏男君） 討論なしと認めま

す。 

 これで討論を終わります。 

 これから、議案第８０号令和２年度足寄

町国民健康保険病院事業会計決算認定につ

いての件を採決をします。 

 この決算に対する委員長の報告は、認定

するものです。 

 この決算は、委員長の報告のとおり認定

することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（吉田敏男君） 全員の起立です。 

 したがって、議案第８０号令和２年度足
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寄町国民健康保険病院事業会計決算認定に

ついての件は、認定することに決定をいた

しました。 

 これより、議案第８１号令和２年度足寄

町一般会計歳入歳出決算認定についての件

の討論を行います。 

 討論はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（吉田敏男君） 討論なしと認めま

す。 

 これで討論を終わります。 

 これから、議案第８１号令和２年度足寄

町一般会計歳入歳出決算認定についての件

を採決をします。 

 この決算に対する委員長の報告は、認定

するものです。 

 この決算は、委員長の報告のとおり認定

することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（吉田敏男君） 全員の起立です。 

 したがって、議案第８１号令和２年度足

寄町一般会計歳入歳出決算認定についての

件は、認定することに決定をいたしまし

た。 

 これより、議案第８２号令和２年度足寄

町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算

認定についての件の討論を行います。 

 討論はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（吉田敏男君） 討論なしと認めま

す。 

 これで討論を終わります。 

 これから、議案第８２号令和２年度足寄

町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算

認定についての件を採決をします。 

 この決算に対する委員長の報告は、認定

するものです。 

 この決算は、委員長の報告のとおり認定

することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（吉田敏男君） 全員の起立です。 

 したがって、議案第８２号令和２年度足

寄町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決

算認定についての件は、認定することに決

定をいたしました。 

 これより、議案第８３号令和２年度足寄

町簡易水道特別会計歳入歳出決算認定につ

いての件の討論を行います。 

 討論はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（吉田敏男君） 討論なしと認めま

す。 

 これで、討論を終わります。 

 これから、議案第８３号令和２年度足寄

町簡易水道特別会計歳入歳出決算認定につ

いての件を採決をします。 

 この決算に対する委員長の報告は、認定

するものです。 

 この決算は、委員長の報告のとおり認定

することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（吉田敏男君） 全員の起立です。 

 したがって、議案第８３号令和２年度足

寄町簡易水道特別会計歳入歳出決算認定に

ついての件は、認定することに決定をいた

しました。 

 これより、議案第８４号令和２年度足寄

町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認

定についての件の討論を行います。 

 討論はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（吉田敏男君） 討論なしと認めま

す。 

 これで討論を終わります。 

 これから、議案第８４号令和２年度足寄

町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認

定についての件を採決をします。 

 この決算に対する委員長の報告は、認定

するものです。 

 この決算は、委員長の報告のとおり認定

することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（吉田敏男君） 全員の起立です。 

 したがって、議案第８４号令和２年度足
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寄町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算

認定についての件は、認定することに決定

をいたしました。 

 これより、議案第８５号令和２年度足寄

町介護保険特別会計歳入歳出決算認定につ

いての件の討論を行います。 

 討論はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（吉田敏男君） 討論なしと認めま

す。 

 これで討論を終わります。 

 これから、議案第８５号令和２年度足寄

町介護保険特別会計歳入歳出決算認定につ

いての件を採決をします。 

 この決算に対する委員長の報告は、認定

するものです。 

 この決算は、委員長の報告のとおり認定

することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（吉田敏男君） 全員の起立です。 

 したがって、議案第８５号令和２年度足

寄町介護保険特別会計歳入歳出決算認定に

ついての件は、認定することに決定をいた

しました。 

 これより、議案第８６号令和２年度足寄

町介護サービス事業特別会計歳入歳出決算

認定についての件の討論を行います。 

 討論はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（吉田敏男君） 討論なしと認めま

す。 

 これで討論を終わります。 

 これから、議案第８６号令和２年度足寄

町介護サービス事業特別会計歳入歳出決算

認定についての件を採決をします。 

 この決算に対する委員長の報告は、認定

するものです。 

 この決算は、委員長の報告のとおり認定

することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（吉田敏男君） 全員の起立です。 

 したがって、議案第８６号令和２年度足

寄町介護サービス事業特別会計歳入歳出決

算認定についての件は、認定することに決

定をいたしました。 

 これより、議案第８７号令和２年度足寄

町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認

定についての件の討論を行います。 

 討論はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（吉田敏男君） これで討論を終わ

ります。 

 これから、議案第８７号令和２年度足寄

町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認

定についての件を採決をします。 

 この決算に対する委員長の報告は、認定

するものです。 

 この決算は、委員長の報告のとおり認定

することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（吉田敏男君） 全員の起立です。 

 したがって、議案第８７号令和２年度足

寄町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算

認定についての件は、認定することに決定

をいたしました。 

 これより、議案第８８号令和２年度足寄

町資源ごみ処理等事業特別会計歳入歳出決

算認定についての件の討論を行います。 

 討論はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（吉田敏男君） 討論なしと認めま

す。 

 これで討論を終わります。 

 これから、議案第８８号令和２年度足寄

町資源ごみ処理等事業特別会計歳入歳出決

算認定についての件を採決をします。 

 この決算に対する委員長の報告は、認定

するものです。 

 この決算は、委員長の報告のとおり認定

することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（吉田敏男君） 全員の起立です。 

 したがって、議案第８８号令和２年度足

寄町資源ごみ処理等事業特別会計歳入歳出
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決算認定についての件は、認定することに

決定をいたしました。 

 

◎ 議案第７４号から議案第７８号まで 

○議長（吉田敏男君） 日程第１１ 議案

第７４号令和３年度足寄町一般会計補正予

算（第６号）から日程第１５ 議案第７８

号令和３年度足寄町資源ごみ処理等事業特

別会計補正予算（第１号）までの５件を一

括議題といたします。 

 本件について、提案理由の説明を求めま

す。 

 町長 渡辺俊一君。 

○町長（渡辺俊一君） ただいま議題とな

りました、議案第７４号令和３年度足寄町

一般会計補正予算（第６号）から議案第７

８号令和３年度足寄町資源ごみ処理等事業

特別会計補正予算（第１号）まで一括提案

理由を御説明申し上げます。 

 補正予算つづり１ページをお願いいたし

ます。 

 議案第７４号令和３年度足寄町一般会計

補正予算（第６号）について、御説明申し

上げます。 

 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

２,９５８万９,０００円を追加し、歳入歳

出予算の総額を歳入歳出それぞれ９５億７,

０８１万５,０００円とするものでございま

す。 

 歳出の主なものから御説明申し上げます

が、新型コロナウイルス感染症対応地方創

生臨時交付金を活用して行う事業につきま

しては、予算書の説明欄右側に括弧書きで

新型コロナウイルス対応と記載しておりま

す。 

 また、９月７日に行政報告をいたしまし

た中で、別紙資料として添付させていただ

きました新型コロナウイルス感染症対応地

方創生臨時交付金充当予定事業一覧表に記

載の事業につきましては、予算説明資料を

省略しておりますので、あらかじめ御了承

願います。 

 それでは、１４ページをお願いいたしま

す。 

 第２款総務費第１項総務管理費第７目庁

舎監理費第１０節需用費におきまして、施

設等修繕料といたしまして３０７万４,００

０円を計上いたしました。 

 第８目財産管理費第１４節工事請負費に

おきまして、芽登生活改善センター解体工

事といたしまして１,１９３万２,０００円

を計上いたしました。 

 １８ページをお願いいたします。 

 第３款民生費第３項児童福祉費第３目子

どもセンター運営費第１２節委託料におき

まして、子どもセンター無線ＬＡＮ環境整

備業務といたしまして２５１万円を計上い

たしました。 

 ２０ページをお願いいたします。 

 第４款衛生費第１項保健衛生費第２目予

防費におきまして、健康管理システム改修

事業といたしまて、健診結果情報標準化対

応業務委託料３１２万９,０００円、健康管

理システム改修業務委託料７８６万１,００

０円、合わせて１,０９９万円を計上いたし

ました。 

 第４目環境衛生費におきまして、足寄町

営温泉浴場新築事業といたしまして、足寄

町営温泉浴場施設新築工事基本設計業務委

託料２７７万２,０００円を計上いたしまし

た。 

 ２２ページをお願いいたします。 

 第７款商工費第１項商工費第１目商工振

興費におきまして、商工振興対策経費とい

たしまして、事業継続支援金など合わせて

１,０２５万円を減額し、頑張ろう足寄プレ

ミアム付商品券発行事業補助金２,０００万

円を計上いたしました。 

 第３目観光費第１４節工事請負費におき

まして、雌阿寒温泉公衆トイレ等水道施設

修繕工事といたしまして３９４万６,０００

円を計上いたしました。 

 ２４ページをお願いいたします。 

 第１０款教育費第１項教育総務費第２目
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事務局費におきまして、足寄高校生海外研

修派遣事業の中止に伴いまして、普通旅

費、実行委員会への補助金合わせて５,１５

９万６,０００円を減額いたしました。 

 ２６ページをお願いいたします。 

 第２項小学校費第１目学校管理費第１２

節委託料におきまして、小学校無線ＬＡＮ

環境整備業務といたしまして９７２万６,０

００円、第１４節工事請負費におきまし

て、芽登小学校屋根補修工事といたしまし

て２９９万２,０００円、第１７節備品購入

費におきまして物置といたしまして１１２

万４,０００円をそれぞれ計上いたしまし

た。 

 第２目学校教育費第１７節備品購入費に

おきまして、学校図書館管理システム一式

といたしまして１５９万８,０００円、第１

８節負担金、補助及び交付金におきまし

て、修学旅行キャンセル料等補助金といた

しまして７６万２,０００円をそれぞれ計上

いたしました。 

 第３項中学校費第１目学校管理費第１２

節委託料におきまして、中学校無線ＬＡＮ

環境整備業務といたしまして３６５万３,０

００円を計上いたしました。 

 第２目学校教育費第１７節備品購入費に

おきまして、学校図書館管理システム一式

といたしまして４０万円、第１８節負担

金、補助及び交付金におきまして、修学旅

行キャンセル料等補助金といたしまして１

３４万８,０００円をそれぞれ計上いたしま

した。 

 ２８ページをお願いいたします。 

 第５項保健体育費第１目保健体育総務費

第１７節備品購入費におきまして、屋外体

育施設用ベンチといたしまして８０万円を

計上いたしました。 

 第２目総合体育館運営費第１２節委託料

におきまして、総合体育館無線ＬＡＮ環境

整備業務といたしまして５３９万７,０００

円を計上いたしました。 

 以上で歳出を終わり、次に歳入の主なも

のについて申し上げます。 

 ８ページへお戻りください。 

 第１款町税におきまして、固定資産税現

年課税分といたしまして２,２６２万６,０

００円を減額いたしました。 

 第１１款地方交付税におきまして、普通

地方交付税といたしまして２億２,４８７万

５,０００円を計上いたしました。 

 第１５款国庫支出金第１項国庫負担金第

１目民生費国庫負担金におきまして、障害

者自立支援給付費国庫負担金といたしまし

て２,４５７万８,０００円を計上いたしま

した。 

 １０ページをお願いいたします。 

 第２項国庫補助金第１目総務費国庫補助

金におきまして、新型コロナウイルス感染

症対応地方創生臨時交付金といたしまして

１,９４１万円を計上いたしました。 

 第１７款財産収入におきまして、立木売

払収入といたしまして３,７５７万１,００

０円を計上いたしました。 

 １２ページをお願いいたします。 

 第１９款繰入金におきまして、財政調整

基金繰入金を２億９,１６１万７,０００円

減額いたしました。 

 第２０款繰越金におきまして、前年度純

繰越金といたしまして１,７４８万４,００

０円を計上いたしました。 

 第２２款町債におきまして、臨時財政対

策債といたしまして１,３４９万４,０００

円を計上いたしました。 

 以上で歳入を終わり、４ページへお戻り

ください。 

 第２表地方債補正変更２件をお願いいた

しました。 

 以上で、令和３年度足寄町一般会計補正

予算（第６号）についての説明を終わりま

す。 

 次に、特別会計について御説明申し上げ

ます。 

 ３１ページをお願いいたします。 

 議案第７５号令和３年度足寄町国民健康
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保険事業特別会計補正予算（第１号）につ

いて御説明申し上げます。 

 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

５０９万２,０００円を追加し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ９億３,４２７

万１,０００円とするものでございます。 

 歳入歳出の内容につきましては、特に説

明すべき事項がございませんので省略をさ

せていただきます。 

 次に、４１ページをお願いいたします。 

 議案第７６号令和３年度足寄町介護保険

特別会計補正予算（第１号）について御説

明申し上げます。 

 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

５,７６３万３,０００円を追加し、歳入歳

出予算の総額を歳入歳出それぞれ９億６,５

０５万６,０００円とするものでございま

す。 

 歳出から申し上げます。 

 ４８ページをお願いいたします。 

 第４款諸支出金第１項償還金及び還付加

算金第２目償還金第２２節償還金、利子及

び割引料におきまして、返還金といたしま

して３,４７５万４,０００円を計上いたし

ました。 

 第６款基金積立金におきまして、介護給

付費準備基金積立金といたしまして２,２８

４万２,０００円を計上いたしました。 

 以上で歳出を終わり、次に歳入について

申し上げます。 

 ４６ページへお戻りください。 

 第７款繰越金におきまして、前年度繰越

金といたしまして５,７６３万６,０００円

を計上いたしました。 

 次に、５１ページをお願いいたします。 

 議案第７７号令和３年度足寄町後期高齢

者医療特別会計補正予算（第１号）につい

て御説明申し上げます。 

 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

４１万９,０００円を追加し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ１億３,８５５万

６,０００円とするものでございます。 

 歳入歳出の内容につきましては、特に説

明すべき事項がございませんので省略をさ

せていただきます。 

 次に、６１ページをお願いいたします。 

 議案第７８号令和３年度足寄町資源ごみ

処理等事業特別会計補正予算（第１号）に

ついて御説明申し上げます。 

 歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞ

れ７４万８,０００円を減額し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ７,０６７万

３,０００円とするものでございます。 

 歳入歳出の内容につきましては、特に説

明すべき事項がございませんので省略をさ

せていただきます。 

 以上で、議案第７４号令和３年度足寄町

一般会計補正予算（第６号）から議案第７

８号令和３年度足寄町資源ごみ処理等事業

特別会計補正予算（第１号）までの提案理

由の説明とさせていただきますので、御審

議のほどよろしくお願い申し上げます。 

○議長（吉田敏男君） これをもって、提

案理由の説明を終わります。 

 これから、議案第７４号令和３年度足寄

町一般会計補正予算（第６号）の件の質疑

を行います。 

 １４ページをお開きください。 

 歳出から始めます。 

 款で進めます。 

 １４ページから１６ページ、第２款総務

費、質疑はございませんか。 

 １１番木村明雄君。 

○１１番（木村明雄君） ここで、旧足寄

西中学校地下タンク、これについて、この

経過内容の説明をお伺いしたいと思いま

す。 

○議長（吉田敏男君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（松野 孝君） お答えいたし

ます。 

 旧足寄西中学校の地下タンクの重油抜取

り処分業務ということで、今回委託料を計

上させていただいたところでございます。 

 これにつきましては、足寄西中学校につ
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きましては平成１４年３月３１日で閉校に

なりまして、その後木質ペレット工場とい

うことで使用はしていたのですが、このと

き旧西中学校の地下タンクがございまし

て、Ａ重油が入っていたのですが、当時そ

のまま使用していなかったのですが、重油

の入っていた量を当時確認しなかったとい

うこともございまして、今回消防のほうか

ら御指摘がございまして、危険物の規制に

関する規則等というのがございまして、そ

の省令が改正されまして、それで今回の旧

足寄西中学校のタンクにつきましては腐食

のおそれが高い地下貯蔵タンクということ

で区分が、省令の改正で区分が区分けされ

まして、既にもうじき４０年以上経過する

ものですから、その場合は、今回はアス

ファルトの地下タンクなのですが、それを

例えばライニング処理等をしなければなら

ないのですが、今回実際、当時きちんと量

を量ればよかったのですが、実際には１,２

００リットル程度のＡ重油がいまだ残って

いたというところが分かりまして、今回そ

の重油を抜き取るという作業をするための

委託料を計上させていただいたものでござ

います。 

 以上でございます。 

○議長（吉田敏男君）  １１番木村明雄

君。 

○１１番（木村明雄君） これもう４０年

ほど前、そして残っていた油が１,２００

リットルもあったということなわけなのだ

けれども、これどうしてもっと早く抜取り

ができなかったのか、その辺ちょっとお伺

いをしたいと思います。 

○議長（吉田敏男君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（松野 孝君） 本来ですと、

その地下タンクを要するにＡ重油を使わな

くなった時点でしっかりと、どれぐらいの

量が残っていたかを確認すべきであったと

ころでございますが、多分当時しっかりと

した調査をしなかったということがござい

まして、今回改めて消防のほうから御指摘

は頂いて再度確認したという結果でござい

ます。申し訳ございませんでした。 

○議長（吉田敏男君）  １１番木村明雄

君。 

○１１番（木村明雄君）  これについて

は、１,２００リッターもあったということ

なのだけれども、もう使えなくなったのか

どうなのかね。例えばこれが使えるとなれ

ば、この重油使えるとなれば温水プールに

でも使えたわけなのだけれども、その辺に

ついてちょっとお伺いをしたいと思いま

す。 

○議長（吉田敏男君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（松野 孝君） お答えいたし

ます。 

 閉鎖してから４０年を経過、これからも

う４０年を経過いたしますので、重油につ

きましても劣化するということでございま

して、使用する見込みはございません。 

 以上でございます。 

○議長（吉田敏男君） いいですか。 

 他に、総務費、質疑はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（吉田敏男君） それでは、次に参

ります。 

 １６ページから１８ページ、第３款民生

費、質疑はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（吉田敏男君） それでは、ないよ

うですから次に参ります。 

 ２０ページ、第４款衛生費。 

 ２番高道洋子君。 

○２番（高道洋子君） ４目環境衛生費の

委託料でございます。 

 このたび足寄町営の温泉の基本設計です

か、これが２７７万円ということで計上さ

れました。本当にお風呂のない人は待ち望

んで本当にこの日をどれほど夢見てきたこ

とかと思うわけでございますけれども、そ

ういうお風呂のない人への支援ということ

で一日も早い供用開始を待っているわけで

すけれども、前回全員協議会で説明があり
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ましたけれども、これが計上された設計図

が可決されたならば、いつ頃供用開始、

やっぱりあのときの説明とおりで行くので

しょうか、お伺いします。 

○議長（吉田敏男君） 答弁、町長。 

○町長（渡辺俊一君） 供用開始がどのぐ

らいの時期になるのかということだという

ように思いますけれども、前回全員協議会

のときに説明させていただきましたよう

に、今回基本設計を予算取らさせていただ

いて、その後なかなかこういうお風呂とい

う施設はなかなかつくることありませんの

で、やはり基本設計、実施設計という形で

段階を踏んで設計をしていかなければなら

ないのかなというように思っています。 

 そういった意味で、前回のときにもお話

しさせていただきましたように、今回基本

設計、なるべく急いでもらって１２月には

実施設計の予算が提案させていただけるよ

うなスケジュールで、そしてその後、実際

に工事を進める工事費については、できれ

ば当初予算に乗せたいというように思って

いるところであります。そうすると、来年

度の早い段階で工事が着工できるのかなと

いうように思っておりますが、やはり工事

自体はやっぱり少し暖かくなってからの工

事というようになると思いますので６月と

か、始まっても６月とか７月とかぐらいに

工事自体はなってくるのかなというように

思っています。 

 そうするとやはり建築のほうに聞きます

と、建築期間にやっぱり７か月ぐらいは

やっぱり見ておかなければならないという

ことでありますので、できれば年内という

か、来年内ですね。平成４年内ぐらいにも

しもできればと思っています。そうすると

その後、実際に工期がいつぐらいに設定で

きるかというのはちょっとまだ分かりませ

んけれども、１２月いっぱいぐらいに工事

が終われば、次の年令和５年のなるべく早

い段階で供用開始ができるのかなというよ

うに思っておりますが、何分にもやはり初

めてのことでありますから、そこで仕事を

していただく運営をお願いする方々にも少

しなじんでいただかなければなりません

し、そういったことも含めて３月までには

供用開始をしたいと考えているところであ

りまして、もしもその工事だとか、いろい

ろな段階で少しずつ早くなるものであれば

早く、少しでも早く供用開始ができればと

考えているところであります。一応、予定

としては３月までには、来年度内には供用

開始をしたいというように考えているとこ

ろであります。 

 以上でございます。 

○議長（吉田敏男君） ２番高道洋子君。 

○２番（高道洋子君） できれば前倒しを

してでも、来年度中に、暮れにはもうお風

呂入れるというふうになることが望ましい

と思っております。 

 前の説明のときの説明書によりますと、

敷地面積が８４１平方メートルで施設面積

が２９２平方メートルということで、私も

あそこの土地が細長くて、しかも道路のほ

うに向かって少し傾斜になっていると。だ

からあそこもう基礎を上げて真っ平らにし

なければいけないのかなと。それだったら

ば、道路挟んで向かい側の駐車場ですか、

すごく止まれる駐車場の一角にどんとした

ほうがいいのではないかなということも考

えてもみたのですけれども、お聞きします

が、敷地面積に対して基礎設計の中では２

９２ですから大体３分の２ぐらい使うとい

うことですか、土地に対して、施設を。５

台か３台ぐらいの駐車場があるとか。私は

もう土地ぴっちり際々ぴっちりにさせてし

まうのかなと思ったのですけれども、今も

う一回見返してみると、ちょっとどうなの

でしょうか。 

○議長（吉田敏男君） 町長、答弁。 

○町長（渡辺俊一君） まだ基本設計これ

からの話ですので、予定の話ですけれど

も、敷地面積に対してびちびち建物を建て

るということではなくて、駐車場のスペー
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スも取るというように考えています。 

 やはり近くに公園であったり、それから

総合体育館の駐車場ありますけれども、や

はり高齢者の方ですとか、ちょっと足に自

信のない方だとか、そういう方がいらっ

しゃればやっぱり近くに駐車場があったほ

うがいいだろうなというように考えていま

すので、駐車場のスペースをやっぱり取り

たいなと思っています。そこはできるだけ

台数は多ければ多いほどいいかもしれませ

んけれども、それほど台数は取れなくて

五、六台とか、そのぐらいの駐車場が取れ

ればいいのかなというように思っています

が、そんな形で考えています。 

 体育館側のほうがちょっと敷地的には高

くて、逆のほう市街地側のほうは少しずつ

下がっているような形になりますけれど

も、この間の簡単な間取り図みたいなやつ

見ていただきましたけれども、体育館側の

ほうに入り口があって、道路の高さとほぼ

ほぼ同じぐらい、多少スロープだとかつい

ていますから少し高さが上がるような感じ

になるのかもしれないですけれども、なる

べく同じような高さぐらいで入っていける

ような、段差がなるべくないような形で

入っていければいいかなというように思っ

ていまして、コミバスもあそこの道路に止

めて乗り降りができるような形になればそ

んなに、入り口すぐですからそんなに歩か

なくても、コミバスを利用されている方に

とってはすぐ入れると。それから、車で来

られた方についても、建物の近くに駐車場

がある、そんなにいっぱい台数は取れませ

んけれども、そこから歩いてすぐ中に入れ

ると。元気な方については、体育館だと

か、それから公園の駐車場のほうに止めて

いただいて、入っていただくというような

形になれば一定のお客さんが来られても、

そんなに不自由なく中に入っていただける

ような形になるのかなというように考えて

いるところであります。 

 以上でございます。 

○議長（吉田敏男君） ２番高道洋子君。 

○２番（高道洋子君） 何台かでも、土地

びちびちに建てるというよりはそういうふ

うに余裕があるのでしたら少しは安心でご

ざいます。 

 図らずも本当に温泉利用ということで、

町民の皆さんもすごく喜んでいるし、待っ

たかいがあったというふうにも言っていた

だいております。 

 温泉ならばということで、もう少し広く

したほうがいいのではないかとか、いろい

ろこういうふうにしたらいい、ああしたら

いいという御意見もあろうかもしれません

けれども、原点は本当にお風呂のない人の

ためのお風呂ということで、本当に足腰が

弱って死んでしまうかもしれないと、待っ

ていた人ですね。ですから、一日も早くと

いう声が聞かれておりますので、お風呂の

ない人を第一に考えていただき、いろいろ

あろうかもしれません。特別委員会でもコ

ンパクトで身の丈に合ったお風呂というこ

とも決定しておりますし、とにかく一日も

早い供用開始をお願いして終わりたいと思

います。 

○議長（吉田敏男君） 他に、衛生費、質

疑はございませんか。 

 ４番榊原深雪君 

○４番（榊原深雪君） 高道議員が詳しく

質問されましたので、私は今後のことで

ちょっと設計業務の後進んでいくと思うの

ですが、今、町長おっしゃったように、再

来年までに完成させたいというような意向

もお聞きしておりました。 

 それで、なかなか温泉というのはメリッ

トとデメリットがありまして、なかなか経

営が難しいということがまず念頭にあると

思いますけれども、その中で売上げを、も

う廃業しなければならないと落ち込んでい

た業者の方、浴場経営の方が３倍に売上げ

を伸ばしたという例があったのですね。そ

れを見ますと、やはり外装と内装を変えた

ことによってよかったということ、結果が
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出ているものもありました。だから、これ

からどんどんいろいろな補正予算が出てく

ると思いますけれども、やはり今、設計の

中でそういうことも、この間勝毎さんに足

寄の力ってありましたよね。雌阿寒富士と

オンネトーの大きく一面にありましたです

けれども、ああいったのをやはりどこかに

取り入れていただいたりとか、そういうふ

うに、何せ難しい経営が迫られますので、

何とかそれを打破するような力を、そう

いったところを力入れていっていただけた

らありがたいなと思っております。 

○議長（吉田敏男君） 町長、答弁。 

○町長（渡辺俊一君） これからが基本設

計でありますから、今回予算を認めていた

だければ、なるべく早いうちに基本設計に

出してという形にしたいなというように

思っています。 

 そういう中で、なかなかお風呂は特殊で

今、最近ではそんなにお風呂はつくるとい

うことがないのかなというように思ってお

りますので、なかなかいろいろなところか

ら知識を頂いてつくるという形になるのか

なというように思っています。そういった

意味で、売上げ自体をそんなに多いもので

はありませんけれども、少しでも多くの方

が利用していただけるような形になればい

いかなというように思っているところであ

ります。 

 そんな中で、外装だとか内装だとか、そ

ういうものでもしもお客さんが呼べるとい

うか、ということになるのかどうなのか分

からないですけれども、そういう形になれ

ばまたそれはそれでいいことなのかなとい

うように思っています。ただ、全体として

は、この間お話しさせていただきました２

億８,０００万円ぐらいの金額ということで

お話しさせていただきましたけれども、そ

ういう中で、どこまでやれるのかという部

分もあるのかなというように思っていま

す。ですので、なるべく、今、榊原議員さ

んからお話あったように、内装だとか外装

だとかでも含めてお客さんの呼べるような

形になればなというように思っているとこ

ろであります。 

 また、できれば基本設計が一定程度終

わって、実施設計の予算をまた提案させて

いただくような時期に、この間出した図面

よりももうちょっと中身のあると言ったら

変ですけれども、もうちょっと詳しいもの

が出せれば、そういうものも見ていただき

ながら、また検討していただけるような時

間がつくれればいいかなというように思っ

ているところであります。 

 以上でございます。 

○議長（吉田敏男君） ４番榊原深雪君。 

○４番（榊原深雪君） 先ほど高道議員も

おっしゃいましたように、やはりいろいろ

なことを会議のところに持っていく前に、

皆さんのほうからのいろいろなアイデアな

りを持ち寄って、スピード感を持って進め

ていっていただきたいというのがお風呂を

願っている人たちの気持ちと、私たち推進

派のほうにしましてもそういうふうに思っ

ておりますので、やはり大変でしょうけれ

ども、スピード感を持って進めていってい

ただきたいというのが気持ちでございます

ので、よろしくお願いしたいと思います。 

 終わります。 

○議長（吉田敏男君） 他に、衛生費ござ

いますか。 

 ３番進藤晴子君。 

○３番（進藤晴子君） 一般質問の今回、

二川議員の一般質問での答弁の中で、運営

経費のほうが年間１,０００万円ということ

で、他町のを参考にしてこれを打ち出して

きたということをお伺いしましたが、この

１,０００万円、月にあれすると８０万円

ちょっとですよね。そんなに大金ではない

のですが、これで本当に賄っていけるの

か。１,０００万円という金額を打ち出した

根拠といいますか、他町の参考にした、そ

れをちょっと教えていただいてよろしいで

しょうか。 
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○議長（吉田敏男君） 副町長、答弁。 

○副町長（丸山晃徳君） 答弁させていた

だきます。 

 全員協議会の資料の中で、まず運営経費

が幾らになるかというのは以前もお話しさ

せていただきましたが、営業日数ですと

か、営業時間ですとか、運営形態によって

も非常に大きく変わるもので、全員協議会

の資料の中では、前回もお話しさせていた

だきましたけれども、他自治体の同規模施

設の指定管理委託料が年間１,０００万円程

度という事例がありましたがということ

で、まだこれから実際のところ、基本設計

なりをする中でハードの部分とさらにソフ

トの部分、受けていただける方、可能であ

れば指定管理者というのが望ましいかと思

いますが、それもその方の運営形態にも

よって変わるので、本当に事例として１,０

００万円でやっているところがありますよ

という御説明でして、今後基本設計の中で

ある程度、例えば設定として何時から何時

まで、１週間のうちで何日営業という仮の

設定をして、例えばふだん掃除に何時間か

かって、オープンしてから１人では心もと

ないので２人必要だねとか。あと水道料金

が、これは上水道料金の大口というような

のが今設定ないので、それらを大口という

のを変えて料金設定をしていただくですと

か、その他、本当に様々な前提条件の設定

によって大幅に変わるもので、なので、今

１,０００万円と言ったのは、ある町では

１,０００万円でやりましたよという事例で

しかございませんで、今後基本設計の中で

より具体的なもので、そんなにかかるの

だったらもうちょっとコスト削減のため

の、ほとんどが人件費とあとエネルギーの

関係ですので、エネルギーもどのように熱

効率のよい、源泉を暖房ですとか他のシャ

ワーとかそちらのほうのお湯に、水を温め

るとか、そういうところもいろいろ変わっ

てくるので、やはり基本設計の中で前提条

件がこうこうこうですと、その場合こうい

うような設定になりますというような形

で、それも受けていただける業者さんがい

るかというところも大きく変わりますの

で、まだまだきちんとした数字をお示しで

きるところではないということで御理解い

ただければと思います。 

 以上でございます。 

○議長（吉田敏男君） ３番進藤晴子君。 

○３番（進藤晴子君） 分かりました。 

 これから下がることはないにしても上

がっていくのだろうなというふうに普通予

測されることで、私が心配するのはやはり

受けてくださる方がいるのか。もし受けて

も、これから先１０年２０年、事業が継続

されるに当たって途中でやめてしまわない

か。そういうことがやっぱり懸念されるわ

けですね。なので、経営の金額というのは

大変重要になってくるかと思いますが、先

ほどから町民がやはり希望されているとい

うことで今回持ち上がってきたこの件なの

ですけれども、希望されている町民もいま

すし、町長のほうもおっしゃっておりまし

たけれども、いろいろな意見があるよと。

当然だと思うのです。なので、お風呂の欲

しい人は欲しいと言いますけれども、欲し

くない人は声を上げないわけです。なの

で、隠れた反対の意見があるということも

念頭に、一番懸念される持続可能な事業な

のかどうか。多分、であろうからここに

持ってきたのだと思うのですけれども、そ

の辺を町長のほうから少しお話いただきた

いと思います。 

○議長（吉田敏男君） 町長、答弁。 

○町長（渡辺俊一君） 運営費、建てると

きには一定程度一時期のお金で、あと運営

費というのはずっと、このお風呂をずっと

運営している間ずっとかかるわけですか

ら、そういった部分ではずっと、この２億

８,０００万円ぐらいかかって建てたら、今

度その後はずっと運営していくためのお

金、それから維持補修のためのお金という

のがずっとかかってくるということになり
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ます。 

 それで、先ほど経営の話などもちょっと

出てましたけれども、なかなか、前にもお

話しさせていただきましたけれども、入浴

料で運営費賄おうということはちょっと不

可能だというように思っています。そう

いった意味で、なかなかこのお風呂をやる

というのに二の足を踏む部分というのは

やっぱりあるのですけれども、しかしなが

らお風呂を必要とする人たちはやっぱり一

定程度いて、これは衛生管理だとか健康管

理だとか、そういったことも含めて考えて

いきますと、やはり必要だよと、その町に

お風呂というのはやっぱり、入浴施設とい

うのはやっぱりなければならないよねと。

人数的に利用される方は少ないかもしれな

いけれども必要だよねということになるの

かなというように思っています。そういっ

た意味で、今回基本設計の予算も出させて

いただいているというようなことでありま

すけれども、やはりつくり上げたら今度は

いかに長く町民の皆さんに利用していただ

くかという部分になるのかなと思います。 

 そういった意味で、いかにお風呂を長く

継続して続けていけるかどうか、持続可能

なのかどうなのかというところがやっぱり

一番大事な部分なのかなというように思い

ます。つくってもすぐに使えなく、運営し

てくれる人がいなくなってできなくなった

だとかということにはやっぱりなりません

ので、そういう運営していただく方たちが

やっぱりそこで働いていただける環境とい

うのがきちんとつくらなければならないの

かなというように思います。ですから、経

費についてはなるべく安いにこしたことは

ありませんけれども、一定のやり続けられ

るだけの経費というのもやっぱりかけなけ

ればならないのかなというように思ってい

ます。 

 先ほど副町長のほうからもお話ありまし

たけれども、大きいのはやっぱり人件費に

なります。そこで、お風呂の掃除ですと

か、それから運営に関わって受付だとか、

いろいろな施設の周りだとかも含めて清掃

したりだとかいろいろなことでやっていた

だく、そういう方の人件費というのが多分

半分以上ぐらいになるのかなというように

思います。それとあと光熱費、光熱水費で

すか、そういったようなことと、あと若干

の消耗品費、そういったものが全体として

はかかるのかなというように思っておりま

すけれども、１,０００万円で本当に済むか

どうかというのは、他町ではそのぐらいで

やっているところもあるということなの

で、やり方によってはそれでできるのかも

しれませんけれども、では足寄町で今これ

からつくる施設が果たして１,０００万円で

できるかどうかというのも、またこれから

の検討になってくるのかなというように

思っています。 

 ちょっと答えになっているかどうか分か

らないのですけれども、やはりずっと継続

していくための経費ですから、そこはやっ

ぱり一定程度町から税金を投入して、それ

でもやるという、そういう考え方で行かな

ければならないというように思っています

ので、今後もうちょっと詰めながら、なる

べく経費をかけないで、だけれども、継続

がきちんとできるような、そういった事業

費にしていかなければならないのかなと

思っているところであります。 

 以上でございます。 

○議長（吉田敏男君） ３番進藤晴子君。 

○３番（進藤晴子君） 分かりました。 

 そのラインがとっても大切になってくる

と思います。町民のどなたでもやっぱりつ

くってよかったねと、若い人たちも、そう

言ってもらえるように、やはり私たちも決

めたからにはそういう知恵を出し合って

やっぱりやっていかないといけないと思い

ますので、よろしくお願いいたします。あ

りがとうございます。 

○議長（吉田敏男君） 他に、衛生費。 

 ９番髙橋秀樹君。 
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○９番（髙橋秀樹君） 今回の温泉施設、

町長の大英断だと私は思っております。 

 ２億８,０００万円をかけてこの施設をつ

くる、年間１,０００万円程度の、今まで皆

さん質問されていましたけれども、このお

金を投入してあそこの地に温泉を建ててい

く。大変なことであろうと思われます。 

 こちらで年間１,０００万円、先ほど進藤

議員も皆さんも御指摘になっているとお

り、年間１,０００万円程度でこれが果たし

て済むのであろうかというところは本当に

大きな問題であろうと思っております。僕

の試算であれば、全く１,０００万円では足

りないというふうに思っています。 

 そして、先ほどから町民おっしゃってい

るように、入浴料では全くまかたができる

ものではない。先日、二川議員の質問にお

いても、足寄町は幾らぐらいの入浴料を取

るのかという、そういう御質問もあったか

と思われます。その中で、町としては全く

今何も考えられていないのか、その辺のと

ころをもう一度説明をお願いをいたしま

す。 

○議長（吉田敏男君） 町長、答弁。 

○町長（渡辺俊一君） 入浴料の関係でご

ざいますけれども、まだ具体的に、では幾

らにしようかというお話はまだ具体的には

しておりません。いずれにしても町民の方

でお風呂がない方だとか、お風呂があって

もなかなか自分で一人でお風呂に入るとい

うのはなかなか大変だよというような方た

ち、そんな方たちが主な利用者の方になる

のかなというように思っています。そのほ

かに、あと例えばキャンプに来られた方だ

とか、そういったような方たちがちょっと

汗を流すのにだとかというようなことで使

われるような形になるのかなというように

思っているところであります。ですから、

町外から来られてキャンプに来られるよう

な方たちについては少し高くても、これは

いいのかなと思っていますけれども、町民

の方たち、とりわけお風呂がない方だと

か、それからお風呂がちょっと一人では入

るのちょっと心配だなという方たちについ

ては、そんなに高い金額にはできないのか

なというように思っています。ですから、

ただ今むすびれっじのところでお風呂のな

い方たちがたしか１５０円だったと思いま

すけれども、１回入浴するのに１５０円と

いうことでお支払いしていただいていま

す。それよりももうちょっと高くなるのか

もしれませんし、また高齢者の方たちが、

ではその金額をストレートに払うのかとい

うようなことだとか、いろいろまだこれか

ら検討していかなければならない部分なの

かなというように思っているところであり

ます。ですから、まだ金額幾らというよう

なことはちょっと決め切れてないのですけ

れども、そんなに町民の方たちに高い金額

で入浴というようなことにはならないのだ

ろうなというように考えているところであ

ります。 

 ただ、先ほども申し上げましたように、

入浴料だけでは運営費の本当にごく一部と

いうような形になりますので、そのほかの

部分については税金を投入していく形で運

営費を出していくというような形になると

いうように考えているところであります。 

 以上でございます。 

○議長（吉田敏男君） ９番髙橋秀樹君。 

○９番（髙橋秀樹君） 野中温泉では４０

０円、芽登温泉ではたしか６００円という

形で今お金を取られているというふうに私

は認識をしております。その中で、足寄町

のあの施設を２億８,０００万円、約３億円

もかけてやっていくときに、あそこ２５０

円だとか１５０円で提供するということは

どういうことなのかなというふうにちょっ

とクエスチョンマークがつき、一般の人か

らはある程度の金額はもらったほうがいい

ですけれども、やはり高齢者だとか、そう

いういろいろな福祉の関係のある方に関し

ては減額をするという考えを多分お持ちに

なっていくのであろうというふうに認識は
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しますけれども、やはりある程度の金額を

設定はしなければ、経営上全く成り立たな

い。というか、一日何人あそこに利用者が

出てくるのであろうかというところもすご

く懸念材料の一つであろうと私は考えてお

ります。そこのところで、現状としてどの

ぐらいの使用者数を見込んでいるのか、全

くそこも想定をされていないのか、御質問

いたします。 

○議長（吉田敏男君） 町長、答弁。 

○町長（渡辺俊一君） 今、むすびれっじ

のところで使用されている方たちが大体一

日十四、五人ぐらいとなっています。時間

的にも制約がされての時間ですので、なか

なか夕方のこの時間でということで入って

いただいているので、それとやっぱり本当

にお風呂のない方たち、そういった方たち

に入っていただいるということになってい

ます。ですから、そういう方たちは今後も

当然お風呂がなかったりということですの

で、そういう方たちはきっともってこれか

らも新しくお風呂ができればそちらのほう

に入るということになるのかなと思います

し、今までは男女分けたりだとか時間帯分

けたりだとかしながら入っていますので、

かなり不自由な形の中で入っていらっしゃ

るのかなというように思っていますので、

実際のところはもうちょっと増えていくの

かなというように思います。 

 それから、私が聞いているのは、一人暮

らしでなかなか自分一人でお風呂沸かして

入るというのもなかなか大変で、その後、

後片付けしたりだとかそういうのも、掃除

だとかするのもなかなか大変だよという方

たちで、一人で入っていて例えば転んでだ

とか、それから何かあってだとかというそ

ういうことで不安があるよだとかという方

たちの声も聞こえてきます。そういう方た

ちも、できればそういうみんなで入れるよ

うなお風呂があったらいいなという方もい

らっしゃいましたので、そういう方たちも

またその分増えてくるのかなというように

思っています。 

 ただ、とはいえ、では十四、五人ぐらい

の方たちは確実に入るだろうと。そのほか

の部分でどのぐらい増えるのかというと、

やっぱりそれはなかなか入りたいときもあ

れば、入らなくてもいいなというときも

あったりとかしますので、毎日毎日それで

は入るかというとそうでもなくて、何回か

のうちに一回ぐらいはそうしたらあそこに

行ってみようかだとかということはなって

くるのかなというように思いますので、そ

ういう方たちが毎日毎日来られるという方

はなかなかいないかもしれないなというよ

うに思っております。 

 ただ、あと一定程度できればロビーみた

いなところで、椅子、テーブルだとか、そ

れから小上がりみたいなのが置いたりしな

がら、少し時間をつくって今コロナなので

なかなかお話もできないかもしれないです

けれども、コロナが少し過ぎて、時間があ

れば、何人かの方たちで集まって一緒にお

風呂に入って、お風呂入った後みんなで少

しおしゃべりをしてだとかというような、

そんなこともできるのかなというように

思っていますので、そんな方たちも少し日

中明るい時間帯で高齢者の方たちが来てい

ただけるようなこともあるのかなと思って

いるところであります。 

 今、何人というのはなかなかちょっと想

定はしていませんけれども、一日平均すれ

ば二、三十人ぐらいなのかなと。そんなに

多くの方たちが来られると、１年間を平均

すればそのぐらいの人数なのではないのか

なというように考えているところでありま

す。 

 以上でございます。 

○議長（吉田敏男君） ９番髙橋秀樹君。 

○９番（髙橋秀樹君） 想定として二、三

十人。取れたとして一日１万円ですかね。

そのような中で足寄町がまさしく湯水のご

とくお金を投入していかなければいけない

可能性があるという施設になる。だけれど
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も、これはある意味福祉的な考え方もある

のだというふうに私も考えております。そ

の中で、この先の経営をどのようにやって

いくか。行政がやった場合にどんな状況で

あれ、ずっとやり続けなければいけないと

いうところに私は問題があるのかなという

ふうに、実を言うと思っています。これも

し民間であれば、これだけ投入、お金を、

資金を投入しました。利益が出ませんでし

た。そうしたらやめなければいけないとい

う状況になる。しかし、公共的に足寄町が

運営するのであれば、一度つくってしまえ

ば２０年、３０年は確実にやらなければい

けない状況になる。ここにお金が投入され

る金額は一体どのぐらいのお金になるので

あろう。そのように私は考えます。この

先、人口が増えるのであれば、もしくは観

光客の流入が多くなるのであれば、その辺

の見通し、一日４０人、５０人入ってきて

いただければ何とか運営費、経費のほうも

少なくなっていくのであろうことも考えら

れるでありましょうけれども、この先、あ

と５年とか１０年ぐらい、行ったところで

は今度高齢者の方も人口的に減っていくと

いう試算があろうかと思われます。その辺

のところを町長はどのようにお考えなの

か、お聞かせを願います。 

○議長（吉田敏男君） 答弁、町長。 

○町長（渡辺俊一君） 町の人口について

は、なるべく減少していかない、人口の減

少率を抑制する、そういった取組をこれか

らも続けていかなければならないのかなと

思っています。 

 ただ、そうはいっても、日本全体が人口

が減少してきているという状況の中で、足

寄町が何ぼ頑張っても、この減少していく

というのを抑えるというのはかなり至難の

業ですし、どこの町もなるべく減少してい

く率を抑えようということで考えて、いろ

いろな取組をしていますけれども、やはり

そうはいってもやはり減少していくだろう

というように思っています。 

 足寄町もやっぱりこの５年間ぐらい、国

勢調査などを見ても年間でいくと１００人

まではいきませんけれども七、八十人ぐら

い、平均するとやっぱり人口が減っている

という状況になっています。これからも

やっぱりそこまで行くかどうか分からない

けれども、これからのまちづくりによって

変わってくるのかもしれませんが、やはり

人口が減っていくだろうというように思っ

ています。高齢者の方たちも、これは多分

高齢者の方たちは一定程度まだ増えていく

可能性はありますけれども、多分どこかで

人口の減少と、それから高齢者の高齢化に

なってきて、どこかで止まったりだとかす

るのかなとは思いますけれども、高齢者も

まだしばらくは増えていくのかなというよ

うに思っていますし、それから今の状況で

いけばやっぱり一人暮らしの高齢者の方が

増えていったりだとか、そういう状況には

なっていくのかなというように思っていま

す。そういうことでいくと、まだしばらく

の間お風呂に対する需要というか、要望と

いうか、そういったものは高いのではない

かなというように考えているところであり

ます。そういうことでいけば、全体として

やっぱり人口も減ってくるし、利用される

方も一定程度は定着していくかもしれない

けれども、先ずっと見ていけばやっぱり少

しずつ減っていくのだろうなというところ

なのかなというように思っています。 

 そういう中で、ではお風呂なくてもいい

のかということになってくると、今段階で

もやはりお風呂なくて困っている方たちも

いっぱいいらっしゃいますし、いっぱいと

いってもお風呂の本当にない方で五、六十

人もいないのかな。本当にお風呂が困って

ますよと言われている方たちは五、六十人

ぐらいなのかなと思っています。だから、

そういう方たちプラス健康のためだとか、

少しお友達と一緒にみんなでお風呂に入り

に行こうだとかという方たちが増えれば、

一定程度の人数にはなるのかなというよう



― 19 ― 

に思っていますし、髙橋議員言われたよう

に福祉の観点だとか、それから健康管理だ

とか、そういった観点なども含めて、一定

程度町からの財政を割いて、そこに投入し

ていくということは、これはやむを得ない

部分なのかなと思いますし、そのことに

よって高齢者の方たちが生きがいが持てた

りだとか、お友達と一緒にお話だとかする

ことによって元気になられるだとか、そう

いった効果も少しあるのではないのかなと

いうように考えているところであります。 

 人口減少の部分はこれやむを得ない部分

なのかなと思いますけれども、そういうい

ろいろな部分で、このお風呂がまた高齢化

社会の中で役に立つ部分というのは、今後

もそこの部分はきっと変わらなくあるので

はないのかなというように考えているとこ

ろでございます。 

 以上でございます。 

○議長（吉田敏男君） ９番髙橋秀樹君。 

○９番（髙橋秀樹君） 町長のお考えは理

解すると私も思っています。 

 ここの場所に町長が決断をなされたとい

う経緯、僕も何回かあそこを見に行きまし

た。やはり東側が大分下っている。多分１

メーターぐらいあそこ盛土をしなければい

けない状況にあるのであろうかというふう

に考えております。 

 それで、駐車場は恐らくそうすると南側

には駐車場を持ってくることはできないで

あろうなと。北側のほうに駐車場を設置す

るような形をつくっていくのであろうなと

いうふうに何となく私もイメージとしてで

きました。 

 その辺は建設課の課長としてどのような

考えているのか。設計、ある程度なされた

のは建設課だと思いますので、その辺お伺

いいたします。 

○議長（吉田敏男君） 建設課長、答弁。 

○建設課長（増田 徹君） 今回、この場

所を基に基本設計というような形で出させ

ていただきました。現地の傾斜だとかも確

かにありますし、その辺の全体的な地形を

加味しながら、議員仰せのとおり、傾斜の

あまりきついところに建てるというのも大

変かなというふうに思いますが、そこら辺

を加味して配置だとかを検討していきたい

というふうに考えてますので、御理解のほ

どよろしくお願いいたします。 

○議長（吉田敏男君） ９番髙橋秀樹君。 

○９番（髙橋秀樹君） 多分かなりお金か

かってくるのだろうなというふうに僕は

思っています。 

 こちらには予算書では、予算書というか

な、見込みでは２,０００万円、用地含めて

２,０００万円という形になっていますけれ

ども、もうちょっと上がっていくのではな

いのかなと思うと、やっぱり３億円は超え

てくるのだろうなという感覚でいます。 

 ここの用地ではなくて、ほかの用地、今

総体の向かいに大きな駐車場がありますよ

ね、南側にね。あそこの植樹帯というか

な、あそこのところにつくるという計画、

もしくはほかのところに計画をしたという

今までの経緯というのはあるのですか。 

○議長（吉田敏男君） 答弁、町長。 

○町長（渡辺俊一君） 私も一番最初に考

えたのは、総合体育館の南側のあの大きな

駐車場の一番端というか緑地になっている

ところの端辺り、昔小さなトイレがあった

ところ、それと駐輪場かな、があるとこ

ろ、あの辺りが一番いいかなというように

思っていたのです。そうすると、源泉から

も真っ直ぐストレートに源泉からお湯持っ

ていけるということで、温泉なのでスケー

ルというかすみたいなのがたまったりだと

かいろいろすることも考えると、なるべく

ストレートに真っ直ぐのほうがパイプに仮

に何か詰まったにしても掃除しやすかった

りだとかするのかなというように思ってい

て、素人ながらですね。あの辺りだと一番

いいかなというように思ったのですが、あ

そこの中の里見が丘公園の公園の中になる

のですね。公園の中にお風呂というのがな
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かなかつくることができなくて、それを認

めてもらうということになるとかなり時間

がかかるということみたいなのです。 

 実を言うと、総合体育館から大きな駐車

場、あの辺りがずっと全部、それからずっ

とプールのほうに行けばプールのほうまで

ずっと公園になっているのですね。公園の

敷地の中になります。里見が丘公園の敷地

の中に入っているということで、その中に

建てるとなるとやっぱりレクリエーション

施設とかスポーツ施設とか、そういうもの

であれば建てられるのですが、単なるお風

呂というのはやっぱり該当にならないらし

いのですね。スポーツ施設と合体して何か

建てられないかなと、お風呂も建てられな

いかと思ったりもしたのですが、そうやっ

てするとやっぱり建設費用もかなり大きく

なってきたりとかしますので、実際になか

なか難しいということで、そこにつくるた

めの認可もらったりだとか、いろいろ手続

等にも時間がちょっとかかるというような

ことでしたので、それであればやっぱり公

園の敷地内はやっぱり難しいのかというよ

うに考えて、やっぱりせっかく温泉がある

のですから温泉使ってやればお湯沸かす、

そういう燃料代だとかも含めて考えていく

と、温泉を使えればいいなということで、

やっぱりその近くに建てようということに

なると、空いている土地として今の候補の

土地と、それからずっと奥のほうにプール

の横、入り口の横ぐらいですかね、ぐらい

に少し空いている土地があるのですけれど

も、いずれにしても同じぐらいの面積であ

るのですが、どちらがいいかという話にな

りました。であれば、であればやはり目立

つ、里見が丘公園に上っていってすぐ温泉

があるというほうが町民にとってもいいの

かなというように思いましたし、それから

観光で来られる、キャンプだとかで来られ

る方たちについてもそのほうが目につく

し、分かりやすくていいのかなというとこ

ろでちょうど空いている土地があったの

で、そこのところで建てられないかなとい

うことで考えておりました。 

 だから、候補として３か所ぐらい上がっ

たのですが、あの近くで、あそこが、今候

補としている土地がやっぱり一番いいのか

なというように考えて、その場所というよ

うにさせていただきました。源泉からも

やっぱり、プールのほうにまで行くとやっ

ぱりちょっと距離がありますので、そう

いった意味では、こっちのほうがいいのか

なというところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（吉田敏男君） ９番髙橋秀樹君。 

○９番（髙橋秀樹君） この場所、四方と

いうかな、駐車場が全く取れない。町民の

方が駐車場に車を止めて歩いてこられる。

多分高齢者の方が多くなるのだろうなとい

うふうに想像がつくわけです。その中で、

やはりここの除雪がしっかりできるのかと

なると、やはりその辺も懸念の材料になっ

てくるのかな。もちろん五、六台、六、七

台止めれる駐車場スペースはあるとはい

え、そこに常時普通の方が止めるというこ

とはちょっと不可能に近いのかなというふ

うに、実を言うと思っています。やはり、

高齢者専用になるだとか、車椅子の方だと

か、いろいろな方の駐車場スペースという

本当に一時的に置かれるスペースにそこが

なっていくのであろうなと。その中でやは

りここのところというのは、ある程度傾斜

地になっているところであると。そういう

中で、危険性だとか、そういうふうなもの

というのはやっぱり考慮していかなければ

いけないことなのかな。やはり歩く、

ちょっと遠くの駐車場に、遠くというか

な、道路渡って駐車場に止めましたといっ

ても結局は歩いてこなければいけない。そ

のときに、その人たちの安全面を考えたと

きに、本当にこの場所っていいのかな。僕

は時間をかけてでも、逆にいったら公園内

の大きな駐車場のところに温泉施設を建て

ても、それはいいのではないのかなという
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ふうに実を言うと思うのですよね。 

 基本的に今現状コロナにおいて、ここに

入浴施設ができたとします。そのときに、

この間も公共入浴施設のクラスターが発生

したと。例えばこれ足寄町がある意味運営

管理をするところを担うのであれば、多分

コロナの緊急事態宣言が出ましたというふ

うになったときには、ここの施設というの

は恐らく使用中止という判断を町としては

せざるを得ないのではないのかなというふ

うに思っているのですけれども、そういう

ところはどのようにお考えなのですか。 

○議長（吉田敏男君） 答弁、町長。 

○町長（渡辺俊一君） 今まであんまり温

泉だとかでクラスターだとかずっと発生し

ていなくて、お風呂だとかというのは、飛

沫感染なので湿気の多いところだとか、そ

ういったところでいくと比較的飛ばないと

いうか、なのかなというように思ってい

て、そういうこともあってお風呂だとかで

はあまりクラスターが発生していないのか

なというように思っておりました。ただ、

やっぱりお風呂の中だけではなくて、ほか

のところもあるので、そういったところで

感染するということもあるのかもしれない

なというように思っています。 

 ただ、今回公衆入浴施設ということにな

りますと、やはり毎日毎日使わなければな

らない、そういう施設でありますから、や

はり仮にまた緊急事態宣言だとか、そうい

うものが発生したとき、ではどうするのか

というのはやっぱりその状況も考えなけれ

ばなりませんけれども、基本的には使える

ような、感染対策をしっかりして使えるよ

うな形にしていかないと、そこ、緊急事態

宣言の間ずっと使えませんとなると、また

お風呂に入れない方たちが出てくるという

ことになりますので、そこはやっぱり使え

るようにしなければならないのかなという

ように思っています。ただ、やはり感染対

策というのはやっぱりしっかりとしながら

という、そういうことになるのかなという

ように思います。 

 以上でございます。 

○議長（吉田敏男君） ９番髙橋秀樹君。 

○９番（髙橋秀樹君） そうですね。もち

ろんそうなのですけれども、基本的に町が

運営管理の部分はある程度担う部分であれ

ば、公共的な施設であれ、入浴施設でもク

ラスターが発生したところがニュースが報

道とかあった以上、やはり足寄町としても

そこは閉鎖せざるを得ないのであろうなと

いうふうに考えます。ということを考える

と、今コロナ禍において、拙速にいろいろ

な問題、ファクター等々含めた中で、もっ

と検討しなければいけないことはたくさん

あるのであろうなというふうに思っていま

す。その中で、なぜ来年度、再来年度に供

用開始を急ぐのか。僕としてはここの基本

設計の間をもうちょっと助走期間を取って

おいても特に問題はないのではないのかな

と、そういうふうに感じております。例え

ばそれは３か月、例えば３月、１２月の議

会ではなくて３月の議会に実施設計を出し

ていきますよと。そうすると、ここからも

うある程度、建設課のほうではある程度、

執行部側ではある程度煮詰めているので

しょうけれども、その辺の時間的スパンを

例えば３か月余分に取ろうが何も僕変わら

ないのでないのかなというふうに思うので

すよね。ここの助走期間をしっかり取るこ

とによって、要するに、先ほど進藤議員も

言われたように、賛成者もいる、反対者も

いる、その中で一番ベターなものをつくっ

ていかなければいけないのだと。これが結

局足寄町の将来にわたってこの施設が、入

浴施設がいいものなのだ、よかった、つ

くってよかったなと言ってもらえるような

施設をつくらなければいけない。そうした

ときには、ある程度の助走期間というのは

僕は必要なのではないのかなというふうに

思うのですけれども、その辺町長いかがで

すか。 

○議長（吉田敏男君） 答弁、町長。 
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○町長（渡辺俊一君） 期間長く取れば取

るだけいろいろな議論はされるのかなとい

うようには思います。しかし、その時間が

長ければいいのか。短い時間の中でも一生

懸命密に、あまり密と言うのはよくないの

かもしれないのですけれども、しっかり中

身を検討していければいいのかというとこ

ろなのかなというように思っています。長

ければいいというものでもないのかな。短

ければいいというものでもないですけれど

もね。やっぱりその中身だというように思

います。その中できちんと議論をしなが

ら、どういうものをつくっていくのかとい

うところをきちんと話ししなければならな

いなというように思っています。 

 先ほども申し上げましたように、議会に

もなるべくいろいろと情報を出しながら、

内容を見ていただきながら、引き続き、議

員の皆さん方がいろいろと疑問に思うこと

だとか、こうしたほうがいいのではないか

なとか、これはやめたほうがいいのではな

いかだとか、いろいろなところを出してい

ただきながら進めていきたいなというよう

に思っているところであります。 

 一定程度やっぱり工事時間というのは必

要になってきますので、遅らせれば冬の期

間にかかったりだとか、冬工事にかかった

りだとかするとやっぱりまたそこでいろい

ろな問題も出てくるというのもあります

し、なるだけいい時期に工事ができるよう

な、そんなスケジュールで行けばやはり当

初の予算で予算が見れれば、一番時期のい

い、天候のいい、あまり寒くもならない時

期に工事ができるのかなというように考え

ています。 

 それを１年ずらせばいいのではないのと

いう話もまた出てくるのかもしれないで

す。何も来年でなくてもいいのではないの

ということで１年ずらしたらどうなんだい

という話もあるかもしれません。そういう

こともありますけれども、一つはやっぱり

私の公約の中で、努力をさせていただくと

いうことで公約の中にも乗せさせていただ

きましたし、そういった意味では、私ごと

で何か申し訳ないですけれども、私の一定

での任期の中である程度めどはつけたいな

というのが一つ思っていた部分でありま

す。 

 今、いろいろといろいろな公約出してい

ますけれども、なかなかコロナの関係も

あってできない部分もありますけれども、

やはりお風呂の問題については非常に、先

ほどの話で、町民の方にはいろいろな意見

があるのですけれども、だけれども、お風

呂がやっぱり必要だよねという方たちの声

もいっぱい聞こえてくる。必要のない方は

きっともってそんなこと言わないので聞こ

えてこないのかもしれません、もしかした

ら。しかしながら、そういう声も聞こえて

くるということもあって、なるべく早い時

期にできることであればやりたいなという

ように考えていまして、コロナがあって少

し検討の時期を逃したりだとか、それから

温泉の水位がちょっと下がったりとかし

て、本当にここの温泉で、泉源で大丈夫な

のかというのを検討したりだとか、そんな

こともあって、ちょっと時期が遅れてき

て、ちょっと検討の時間が、そういった意

味では基本設計、実施設計、この時間が

ちょっと短くなってしまったということは

ありますけれども、その分はやはりその中

身を詰めるということで、時間が短くて検

討できなかっただとかというようなことな

いように、時間が短くて失敗しただとかと

いうことがないようにやっていきたいなと

考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（吉田敏男君） ９番髙橋秀樹君。 

○９番（髙橋秀樹君） 町長のおっしゃる

ことよく理解できました。 

 しっかりと、ここの３か月間というのは

すごく重要な時期になるのだと、私は思い

ます。今回基本設計ですけれども、本来で

あれば約１年ぐらいきちんと、基本設計か
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ら実施設計の間を１年ぐらいのスパンを取

りながらしっかりと計画を立てて、そして

実施設計をして、そして施工という形、要

するに、行政で行くのであれば基本的には

３年ぐらい、２年から３年のスパンでもの

が建っていくというのが今までのやり方、

行政の進め方であろうというふうに私は感

じていました。それは町民にしっかり理解

をしていただく、そして町民の方に、こう

いう施設はやっぱり必要だよなと思ってい

ただける、そういう時間を取ることが僕は

重要なのだというふうに考えています。し

かし、ここやはり早急にやらなければいけ

ないというところだけで走るということで

はなくて、やっぱりしっかりとした計画の

下、やはり形をつくっていっていただきた

い。そして、町民に喜んでもらえるものに

していただきたいなと、そういうように私

は考えています。 

 町長のお考えは十分理解できております

ので、その辺は私はもうあまり言うつもり

はございませんけれども、しっかりと計画

を推し進めていただきたい。そして町民

に、多くの町民に今の状況なり、こういう

ような形で進めるということをアナウンス

をきっちりとしていただけることが私はベ

ターであろうというふうに思っております

ので、もちろん１２月にぼんと来てしまっ

たら、基本的には議会は途中、臨時議会が

あるかどうか分からないですけれども、そ

の辺私たちにも情報が入ってこない。もち

ろん町民の方にも情報が行かない、そうい

うような状況の中で実施設計に入っていく

という状況になるのであろうと思います。

ですから、その辺はいろいろなことを考え

ていったときに、いや、これ待てよ、実施

設計、ちょっとここでなくてもうワンタイ

ミングずらすかということもあってもいい

のであろうというふうに思っています。そ

の辺は、あとは町長の心づもりなのだろ

う、腹づもりなのだろうというふうに思い

ます。しかし、そういうことをやることに

よって、みんなが納得していいものになっ

ていくのだという一方の考え方もあるので

あろうと思いますので、その辺町長のお考

えをお聞かせいただきたいと思います。 

○議長（吉田敏男君） 答弁、町長。 

○町長（渡辺俊一君） 今回、お話しさせ

ていただいた部分も、一定程度前段に全員

協議会開いていただいて、その中で議員の

皆さん方にはこういうようなことで今考え

てますよということでお話をさせていただ

きました。そのときにもお話しさせていた

だきましたように、その後、今回基本設計

出しますよ、その次に実施設計出します

よ、そして工事費も出しますよと、その時

期その時期で皆さん方に御議論いただけ

る、そういう機会を持ちたいと。特別委員

会も開いていただいて出していただいた報

告を基に、何もいきなり議会の中で基本設

計出すということではなくて、やはり事前

にこういうことでやりたいですよというこ

とでお話をさせていただくということで、

順番をなるべく少しずつ議論の、また皆さ

んに知っていただける、説明させていただ

ける、そういうことを積み重ねながらやっ

ていきたいなというように思っておりまし

て、今回も事前に全員協議会開いていただ

きました。 

 この後、どういうスケジュールになって

いくのかというのはちょっとまだ分かりま

せんけれども、できるだけ事前に、予算出

す前に、全員協議会なり開いていただいて

内容をお知らせして、皆さんからいろいろ

な意見頂きたいなというように思っていま

す。そのことがやっぱりよりよいお風呂に

つながっていくのかなというように思って

います。 

 それと、あと町民の皆さんにも、どんな

形になるかちょっとまだ決めていませんけ

れども、広報なり、それからパブリックコ

メントみたいなようなことで、少し基本設

計だとかである程度の形がもうちょっと詳

しい中身の形が見えたら少しお知らせをし
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て、こんなことで今入浴施設を考えてます

よというようなことで、また町民の皆さん

からも意見を頂くなりというようなことも

できればというように考えているところで

あります。 

 期間短いですけれども、その中でしっか

りと皆さん方から意見を頂きながら、建設

に向けてよりよい入浴施設になるようにい

ろいろ御意見頂きながら進めていきたいな

というように考えてますので、十分に皆さ

ん方の意見を取り入れたものになるかどう

か分かりません。いろいろな意見頂いて

も、それはちょっとできないだとか、これ

はこうしたいだとかというようなことも当

然出てくるのかもしれませんけれども、そ

んな形で進めさせていただければなと考え

ているところであります。 

 以上であります。 

○議長（吉田敏男君） よろしいですか。 

 他に、衛生費、ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（吉田敏男君） それでは、次に参

ります。 

 ２０ページから２２ページ、第６款農林

水産業費、ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（吉田敏男君） 次に、第７款商工

費。 

 ２番高道洋子君。 

○２番（高道洋子君） 商工費の商工振興

費の負担金、補助及び交付金のところをお

伺いいたします。 

 この補助金の中で、２３ページですね、

補助金の事業継続緊急支援金とか事業継続

支援金とか、プレミアム券とかいろいろ補

助された内容が記載されておりますが、こ

の中で事業継続支援金と感染防止対策支援

金がそれぞれ８５５万円、１６０万円と減

額になっております。この経緯というか理

由ですね、お聞かせ願いたいと思います。

なぜ残したのか。 

○議長（吉田敏男君） 経済課長、答弁。 

○経済課長（加藤勝廣君） 事業継続支援

金ですとか、緊急支援金というところなの

ですが、こちらにつきましては、緊急支援

金はあれなのですけれども、事業継続支援

金というのは、あくまでも本人申請、事業

者のほうから申請していただいてうちのほ

うで審査して補助金として出すということ

になってございますので、申請数が想定よ

りも少なかったということでございます。 

 あと、飲食店の、宿泊施設等の感染防止

対策支援金でございますけれども、こちら

もあくまでも事業者側からの申請というこ

とになってございますので、これも想定よ

りも申請数が少なかったということでござ

います。 

 以上です。 

○議長（吉田敏男君） ２番高道洋子君。 

○２番（高道洋子君） これは大変ありが

たい、事業主さんにとっては、個人差もあ

ろうかとは思いますけれども、ありがたい

金額には間違いありません。 

 いろいろな人、本当に頂いたおかげで問

屋さんにもお金払えたし、本当にこの夏を

乗り切ることができた、春を乗り切ること

ができたという人が聞いております。また

反面、あまり影響なかったという人もお話

も聞いております。だけれども、大方の方

は本当いろいろな意味で、お客さんが来な

い、それから前にも言いましたけれども、

美容師さんにしても呉服屋さんにしても、

みんな外出することがなくなって、髪も二

月、３か月に１回しか来なくなったとか、

もう呉服屋さんに至っては本当に何十日も

１人もお客さんが来ないとか、いろいろあ

るわけです。そういう中にあって本当に頂

いてありがたかったという声が大きく聞い

ております。しかし、事業主によってはあ

りがたい支援金ではあるけれども、もう焼

け石に水だと、頂かないよりはいいけれど

も、それはもう決定的な救援にはならな

い。もっともっと欲しいのだという人の話

もあります。 
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 そういうことで、申請者がいないという

ことは、申請の仕方が皆さん、事業主さん

はみんな高齢化してますから、どういうふ

うに上げていいのかという、当初、最初の

頃はそういう悩みありましたよね、あった

のです。私聞かれましたけれども。だから

そういうふうに申請の仕方ですね、それを

改善してあげるとか、それから単価を、

せっかくの予算でもあるので、単価を上げ

るとか、何かそういうふうに考えたらどう

なのかなという思いもありますけれども、

どうでしょうか。 

○議長（吉田敏男君） 今、質疑中なので

すけれども、ちょっと休憩時間も取りませ

んでしたので、ここで暫時休憩をして、１

時からということにしたいと思います。よ

ろしいでしょうか。 

 ここで、それでは暫時休憩をいたしま

す。 

 昼食のため、１時再開といたします。 

午前１１時５０分 休憩 

午後 １時００分 再開 

○議長（吉田敏男君） 休憩を閉じ、会議

を再開をいたします。 

 経済課長、答弁からお願いします。 

 経済課長。 

○経済課長（加藤勝廣君） まず事業継続

支援金についてですけれども、要件として

令和３年３月から５月で最も減少、売上額

が減少した月が令和元年または令和２年の

同じ月と比較して５％以上売上げが減少し

ている。または、令和２年の１月から１２

月の月平均売上げと令和元年の 1月から１２

月の月平均売上げを比較して５％以上減少

しているという二通りから選ぶことができ

ます。そして、その減少率が５％以上と２

０％以上、それと５０％以上ということ

と、それと減少額が１５万円未満、１５万

円以上、３０万円以上、６０万円以上、１

００万円以上、２００万円以上というふう

な細かい区分けになっておりまして、それ

ぞれ対比したところに該当する部分で支援

金が５万円、１０万円、２０万円、３０万

円、５０万円、１００万円というふうに支

援金を支給するような形になってございま

して、かなり幅広く該当するような形に

なっております。 

 その申請なのですが、かなり昨年度より

簡素化されてまして、かなり申請しやすい

形を取っているということになっていま

す。それでも申請の仕方が分からないとか

ということでありましたら、役場の窓口で

すとか、商工会のほうでお手伝いすると。

実際に役場の窓口に来て申請のお手伝いし

てる場合もありますし、商工会のほうでか

なり数申請のお手伝いをしているというこ

とも聞いています。また、商工会の会員で

はない方についても商工会のほうで対応し

ていただいているという話も聞いておりま

す。 

 以上です。 

○議長（吉田敏男君） ２番高道洋子君。 

○２番（高道洋子君） 分かりました。 

 昨年よりも申請基準が、方法が簡易に

なったということだということですね。そ

れでもまだ厳しい人もいらっしゃるという

ことで、本当にきめ細やかな申請手続を支

援していただきたいなと思っております。 

 今回の予算書でいきますと、８５５万円

ですから、たしかこれ３,７００万円でした

か、計画していたお金が。３,７００万円の

８５０万円ということは２３％、約４分の

１ほどが取り残したというか、ということ

になる。そうすると大変大きな金額だと思

うのですよね、４分の１ほどの余したとい

うことは。ですから、だけれども実際市中

というか町なかを聞いて歩くと、本当に大

変だ大変だという声は聞こえてきます。中

には、何業者か、コロナの前に戻ったと

か、コロナのおかげで売上げが伸びたとい

うところもあるのですよ、その店によっ

て。それはごく少数でもあることはあるの

ですけれども、でも大多数の人はやっぱり

やめようかと思う、年も取ったし、商人を
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やめようかと思うという話はよく聞く話で

す。その中で皆さん頑張っていらっしゃる

わけです。 

 ４分の１残すということは、実際どうか

分からないのですけれども、本当に困って

いる人がいないのかということには私はな

らないと思うのですね。それで、幕別町あ

たりは何か先日の新聞によると、２０％以

上の業種を絞って、本当に飲食店と幕別の

場合はタクシー業者でしたか、タクシー業

者も何店舗かと足寄のように１店ではない

のですけれども、そういうところに的を

絞って、そしてその中で飲食店でも２０％

以上減もしくは２０万円以上減のところを

的を絞って、そして１５万円ずつというふ

うに書いてありますけれども、しかし、足

寄で的を絞るということは乱暴なのかなと

いう気もします。５万円でも１０万円でも

頂いたほうがいい人もありますから、そう

いうことで、この支援金はやっぱり国から

のそういうあれですか、国からのお金です

から、支払方法も支援の方法も全部国の方

法に従っておおむねやるということなので

しょうかね。 

○議長（吉田敏男君） 経済課長、答弁。 

○経済課長（加藤勝廣君） これコロナ対

策の交付金なのですけれども、これは事業

者が損失を受けたのでその損失補塡で支払

うということでは事業の対象にはなりませ

んので、あくまでも事業を継続するための

支援金ということで交付しなければいけな

いということになりますから、あくまでも

継続するためのお金ということになろうか

と思います。 

 以上です。 

○議長（吉田敏男君） ２番高道洋子君。 

○２番（高道洋子君） それでは、この４

分の１はとっても頭から離れないのですけ

れども、下の１６０万円についても、これ

は消毒薬とかそういう物品になるのでしょ

うか。 

○議長（吉田敏男君） 経済課長、答弁。 

○経済課長（加藤勝廣君） こちらの足寄

町飲食店・宿泊施設感染症予防対策支援金

ですけれども、こちら飲食店ですとか食事

を提供するようなホテルのところに対しま

して、パーティションですとか、いわゆる

感染防止の対策を行っているようなところ

に対して、５０席未満であれば５万円、５

０席以上だと１０万円という形で定額で支

援しているお金でございます。 

○議長（吉田敏男君） ２番高道洋子君。 

○２番（高道洋子君） 飲食店で５万円頂

いて、そういえばすごい喜んでいた人おり

ました。パーティションなどなかなか日頃

のあれから買うわけにいかない、買えない

と、利益から、ということでありがたいと

いうことで言っていましたね。だから、現

金で配っていると、お支払いしているとい

うことですね、現金で、現物でなくてね。 

 私は今回質問した理由は、せっかく国か

らの交付金なので余すところなく、本当に

しっかりと困っている事業主やその継続を

希望している事業主さんに、予算どおり漏

れなく支援してほしいということを要望し

まして終わります。 

○議長（吉田敏男君） ほかに、商工費は

ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（吉田敏男君） 次に、２２ページ

から２４ページ、第８款土木費、質疑あり

ませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（吉田敏男君） 次に行きます。 

 次に、第９款消防費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（吉田敏男君） 次に、２４ページ

から２８ページ、第１０款教育費、質疑は

ございませんか。 

 １１番木村明雄君。 

○１１番（木村明雄君君） ここで、足寄

高校の海外研修派遣事業、これについて

ちょっとお伺いをいたします。 

 これはコロナの影響で今年、去年もそし
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てまた今年も見送りをしなければならなく

なったと思うわけなのですけれども、ここ

で海外のこの研修というか、派遣事業、こ

れについて入学するときに、やはり期待を

してこの足寄高校に入学をする人もいたの

ではないかと、私はそんなことを考えると

ころなのですけれども、ここでやはりこれ

ができないということであれば、これにつ

いての代替の事業というか、これらを

ちょっと考えているのかどうなのか、その

辺お伺いをしたいと思います。仕方ないか

ら、もうこれで終わりなのだということな

のか、その辺ちょっとお伺いをしたいと思

います。 

○議長（吉田敏男君） 答弁、教育次長。 

○教育次長（丸山一人君） お答えいたし

ます。 

 本当に木村議員おっしゃるとおり、期待

して入学した生徒たくさんいらっしゃった

のでないかなというふうに思います。新型

コロナの影響ということで、残念ながら派

遣については中止ということにさせていた

だきました。 

 ただ、中止だけでなくて、川上議員の一

般質問でもお答えをしていますけれども、

何かかしらの代替事業ということで、教育

委員会と高校のほうで協議しております。

例えば今年度の中で、１、２年生で足寄町

を紹介するビデオだとか、そういったもの

の取組をして、ウェタスキウィン市、また

友好協会の方に見ていただくだとか、そう

いった取組も今のところ計画しておりま

す。 

 そういった形で、関わりを持って、これ

からも行きたいなというふうに考えており

ます。 

 以上です。 

○議長（吉田敏男君）  １１番木村明雄

君。 

○１１番（木村明雄君） それでは、この

コロナが２年続いてこんなになったわけな

のだけれども、これから先に向けて、例え

ば収束をした、そして去年、おととしあた

りのような形になったときには、また再開

をするということなのか、この辺について

もちょっとお伺いをしておきたいと思いま

す。 

○議長（吉田敏男君） 答弁、教育次長。 

○教育次長（丸山一人君） お答えいたし

ます。 

 今回、２年生については、２年連続中止

になったということで、在学中に行くこと

はできなくなったということで、卒業につ

いて行く機会を持てるかという御質問であ

れば、それはちょっと考えていないという

ことでございます。 

 以上です。 

○議長（吉田敏男君） いいですか。 

 他に、教育費、質疑はございませんか。 

 ６番熊澤芳潔君。 

○６番（熊澤芳潔君） 教育費ですよね。 

 私、無線ＬＡＮの整備についてお伺いい

たします。 

 今回この事業については合計、合わせて

２,１００万円ぐらいの事業ですよというこ

となのですけれども、取りあえずこの無線

ＬＡＮを整備する、今回整備することに

よって、ちょっと私勉強不足なものですか

ら、例えば学校の授業がこれからいろいろ

変わっていきますよね。そういった意味で

変わるのですけれども、そういったもので

今回で大体この無線ＬＡＮ整備によって、

教育関係の無線に対する整備というのは終

わるものなのかどうかお聞きします。 

○議長（吉田敏男君） 答弁、教育次長。 

○教育次長（丸山一人君） お答えいたし

ます。 

 小中学校における無線ＬＡＮ環境整備に

つきましては、昨年度令和２年度になりま

すけれども、国のＧＩＧＡスクール構想に

基づきまして、高速通信可能な整備をさせ

ていただいたところですが、文科省の

ちょっと補助金が予定していたより少な

かったということで、全部の教室等ができ
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たわけではございません。普通教室、やっ

ぱり最優先すべき普通教室を優先して整備

したため、職員室だとか体育館だとか特別

教室だとか整備できなかったものですか

ら、今回新型コロナの交付金を受けて、そ

ういったできなかったところに整備してほ

ぼ校内全てのエリアで対応することが可能

にしたいということでございます。 

 以上です。 

○議長（吉田敏男君） ６番熊澤芳潔君。 

○６番（熊澤芳潔君） それと、今回の事

業の中にプールが入っていないのですけれ

ども、これはどうなっているのでしょう

か。 

○議長（吉田敏男君） 答弁、教育次長。 

○教育次長（丸山一人君） お答えいたし

ます。 

 ２９ページに総合体育館無線ＬＡＮ環境

整備業務ということで５３９万７,０００円

を計上しております。この部分について

は、温水プールも入ってございます。

ちょっと文言が足りなかったということで

ございます。申し訳ございません。 

 以上です。 

○議長（吉田敏男君） よろしいですか。 

 他に、教育費、ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（吉田敏男君） それでは、歳出総

括ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（吉田敏男君） それでは、８ペー

ジにお戻りください。 

 歳入に入ります。 

 ８ページから１３ページ、歳入一括で行

います。 

 質疑はございませんか。 

 ８番川上修一君。 

○８番（川上修一君） 町税の関係でお伺

いします。 

 個人で９６０万円、それから固定資産税

現年課税分だそうですけれども、２,２００

万円。やっぱり令和２年はコロナの影響を

受けて税収減になったのかなと自分は認識

しているのですけれども、その認識でよろ

しいのかという点が１点と、もう１点は固

定資産税の２,２００万円減免分の基準とい

いますか、こういうふうになったらこうい

うふうに減免になるんだよというのがあれ

ばお知らせをいただきたいと思います。 

○議長（吉田敏男君） 答弁、住民課長。 

○住民課長（佐々木雅宏君） 川上議員さ

んの御質問にお答えいたします。 

 まず、個人住民税のほうですけれども、

道のほうで毎年市町村税の課税状況調査と

いうのを実施しているのですけれども、そ

の所得の数字からちょっと考えてみまし

た。給与所得者、あるいは事業所得者、営

業所得者ですね、営業所得者については、

総体の数字としては、給与所得者であれば

７０億円ぐらいの総体の給与の所得があり

ました。営業所得者については３億円を超

える所得があったのですけれども、農業所

得者につきましては令和２年度１１億６,６

００万円ぐらいの所得総体としてあったの

ですけれども、令和３年度においては８億

７,８００万円と、やはり２億円以上所得が

減っているという状況がございます。こう

いった部分でやはり個人の住民税の予算

額、減額せざるを得なかったのかなという

ふうに考えているところでございます。 

 あと、固定資産税についてですけれど

も、今回２,２００万円減額という補正予算

上げさせていただいているのですけれど

も、令和２年度の決算としては、たしか４

億５,５００万円ぐらいの決算額があったの

ですが、当初予算としては４億５,４７６万

３,０００円という金額ですので、令和３年

度、評価替えもあって、そういった部分で

ちょっと落ちる部分はあったのかなという

ことで多分当初予算こういう金額になった

かと思うのですけれども、我々昨年の１２

月ぐらいにこの令和３年度の当初予算編成

作業行っているのですけれども、それ以降

の事情として幾つか予算額が下がる要因が
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あったということでちょっと御説明させて

いただきたいと思います。 

 令和３年度においては、固定資産税にお

いてなのですけれども、新型コロナウイル

ス感染症の影響で事業収入が減少している

大きな法人、あるいはその子会社以外の事

業者で令和２年２月から１０月までの任意

の連続する３か月を取って、昨年同時期と

比較して３０％以上収入が減っている事業

者を対象に、地方税法の附則６３条という

のがありまして、それを適用して固定資産

税の評価額をゼロあるいは２分の１に減額

するという措置が取られております。その

対象になったのが、町内で７２の事業所、

農業者、個人の農業者も含めてなのですけ

れども、７２事業者いらっしゃって、特

例、１００％減額した場合というのが家屋

償却資産で２６件ありました。家屋のみが

３件、償却資産のみですと６件ということ

で、３５件の方が全く評価額ゼロというこ

とになっております。あと特例の２分の１

減額された事業者としては家屋償却資産２

３事業者、家屋のみだと４事業者、償却資

産のみだと１０事業者ということで、３７

の事業者がいらっしゃって、評価額として

家屋の評価額の減額した分が５億６,７００

万円ぐらい減額しているということ、償却

資産ですと４億７,５００万円ぐらい減額し

ていまして、１０億円を超える評価額を減

額しているということですね。それの１.４

％ということですから、この減額だけで１,

５００万円ぐらいの減額になってしまう

と。 

 さらに、予算ですので、収納率の関係も

あります。固定資産税の収納率４億５,００

０万円ぐらいありますので、今回予算計上

するに当たって９９％という収納率乗じて

予算計上しております。それだけでまた４

５０万円ぐらい調定下がってしまうので、

本当に２,０００万円ぐらい一気に収入とし

ては減ってしまうというような状況になっ

てございます。 

 これに加えて、額としては大きくはあり

ませんけれども、生産性向上特別措置法に

よる課税標準の減額というのもあって、こ

れも課税標準をゼロまたは２分の１に減額

するものでございますけれども、そういっ

た件数も若干ございまして、２,２００万円

の減額になったということというふうに考

えてございます。 

 以上です。 

○議長（吉田敏男君） ８番川上修一君。 

○８番（川上修一君） 親切な説明ありが

とうございました。 

 結局固定資産税の減免については、町で

決めがあるということなのですね。そして

その対象が１０億円ぐらいあったよという

ことで、分かりました。いろいろ親切に細

かく説明してくれたのですけれども、

ちょっと自分メモするのが遅くて書き切れ

なかったものですから、会議終わってから

もしそういうのがあれば資料頂きたいと思

います。ありがとうございました。 

○議長（吉田敏男君）  他にございます

か、歳入総括。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（吉田敏男君） それでは、４ペー

ジにお戻りください。 

 第２表地方債補正変更２件、質疑はござ

いますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（吉田敏男君） 全体に対する総括

ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（吉田敏男君） これで質疑を終わ

ります。 

 これから、討論を行います。 

 討論はございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（吉田敏男君） 討論なしと認めま

す。これで討論を終わります。 

 これから、議案第７４号令和３年度足寄

町一般会計補正予算（第６号）の件を採決

をします。 
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 この採決は、起立によって行います。 

 本件は、原案のとおり決定することに賛

成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（吉田敏男君） 全員の起立です。 

 したがって、議案第７４号令和３年度足

寄町一般会計補正予算（第６号）の件は、

原案のとおり可決されました。 

 これから、議案第７５号令和３年度足寄

町国民健康保険事業特別会計補正予算（第

１号）の件の質疑を行います。 

 ３６ページから３８ページ、歳入歳出一

括で行います。 

 質疑はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（吉田敏男君） 総括ございません

か。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（吉田敏男君） これで質疑を終わ

ります。 

 これから、討論を行います。 

 討論はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（吉田敏男君） 討論なしと認めま

す。 

 これで討論を終わります。 

 これから、議案第７５号令和３年度足寄

町国民健康保険事業特別会計補正予算（第

１号）の件を採決をします。 

 この採決は、起立によって行います。 

 本件は、原案のとおり決定することに賛

成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（吉田敏男君） 全員の起立です。 

 したがって、議案第７５号令和３年度足

寄町国民健康保険事業特別会計補正予算

（第１号）の件は、原案のとおり可決され

ました。 

 これから、議案第７６号令和３年度足寄

町介護保険特別会計補正予算（第１号）の

件の質疑を行います。 

 ４６ページから４９ページ、歳入歳出一

括で行います。 

 質疑はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（吉田敏男君） 総括ございません

か。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（吉田敏男君） これで質疑を終わ

ります。 

 これから、討論を行います。 

 討論はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（吉田敏男君） 討論なしと認めま

す。 

 これで討論を終わります。 

 これから、議案第７６号令和３年度足寄

町介護保険特別会計補正予算（第１号）の

件を採決をします。 

 この採決は、起立によって行います。 

 本件は、原案のとおり決定することに賛

成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（吉田敏男君） 全員の起立です。 

 したがって、議案第７６号令和３年度足

寄町介護保険特別会計補正予算（第１号）

の件は、原案のとおり可決されました。 

 これから、議案第７７号令和３年度足寄

町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１

号）の件の質疑を行います。 

 ５６ページから５９ページ、歳入歳出一

括で行います。 

 質疑はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（吉田敏男君） 総括ございません

か。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（吉田敏男君） これで質疑を終わ

ります。 

 これから、討論を行います。 

 討論はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（吉田敏男君） 討論なしと認めま

す。 
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 これで討論を終わります。 

 これから、議案第７７号令和３年度足寄

町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１

号）の件を採決をします。 

 この採決は、起立によって行います。 

 本件は、原案のとおり決定することに賛

成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（吉田敏男君） 全員の起立です。 

 したがって、議案第７７号令和３年度足

寄町後期高齢者医療特別会計補正予算（第

１号）の件は、原案のとおり可決されまし

た。 

 これから、議案第７８号令和３年度足寄

町資源ごみ処理等事業特別会計補正予算

（第１号）の件の質疑を行います。 

 ６６ページから６９ページ、歳入歳出一

括で行います。 

 質疑はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（吉田敏男君） 総括ございません

か。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（吉田敏男君） これで質疑を終わ

ります。 

 これから、討論を行います。 

 討論はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（吉田敏男君） 討論なしと認めま

す。 

 これで討論を終わります。 

 これから、議案第７８号令和３年度足寄

町資源ごみ処理等事業特別会計補正予算

（第１号）の件を採決をします。 

 この採決は、起立によって行います。 

 本件は、原案のとおり決定することに賛

成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（吉田敏男君） 全員の起立です。 

 したがって、議案第７８号令和３年度足

寄町資源ごみ処理等事業特別会計補正予算

（第１号）の件は、原案のとおり可決され

ました。 

 ここで、暫時休憩をいたします。 

 休憩中に議会運営委員会を開催をお願い

をいたします。 

午後 １時２９分 休憩 

午後 １時４５分 再開 

○議長（吉田敏男君） 休憩を閉じ、会議

を再開をいたします。 

 

◎ 議運結果報告 

○議長（吉田敏男君） 議会運営委員会委

員長から、会議の結果の報告を願います。 

 議会運営委員会委員長 榊原深雪君。 

 ４番。 

○議会運営委員会委員長（榊原深雪君） 

ただいま開催されました、議会運営委員会

の協議の結果を報告します。 

 これより、本日の議事日程に追加し、意

見書案第６号から意見書案第８号について

即決で審議いたします。 

 次に、総務産業常任委員会、文教厚生常

任委員会から所管事務調査の期限の延期に

ついて、総務産業常任委員会、広報広聴常

任委員会、議会運営委員会からの閉会中継

続調査申出書について審議いたします。 

 以上で、本定例会における議案等の審議

は、本日をもって全て終了する予定であり

ます。 

 以上で、報告を終わらせていただきま

す。 

○議長（吉田敏男君） これにて、議会運

営委員会委員長の報告を終わります。 

 お諮りをいたします。 

 足寄町議会総合条例第４５条の規定によ

り、追加議案を別紙追加議事日程のとおり

日程に追加し、審議することにしたいと思

います。 

 これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（吉田敏男君） 異議なしと認めま

す。 

 したがって、追加議事日程のとおり日程
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に追加をし、審議することに決定をいたし

ました。 

 

◎ 意見書案第６号 

○議長（吉田敏男君） 追加日程第１ 意

見書案第６号コロナ禍による厳しい財政状

況に対処し地方税財源の充実を求める意見

書の件を議題といたします。 

 本件については、条例第６５条第３項の

規定により、提案理由の説明を省略をいた

します。 

 これから、質疑を行います。 

 質疑はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（吉田敏男君） 質疑なしと認めま

す。 

 これで質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。 

 討論はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（吉田敏男君） 討論なしと認めま

す。 

 これで討論を終わります。 

 これから、意見書案第６号コロナ禍によ

る厳しい財政状況に対処し地方税財源の充

実を求める意見書の件を採決をいたしま

す。 

 この採決は、起立によって行います。 

 本件は、原案のとおり決定することに賛

成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（吉田敏男君） 全員の起立です。 

 したがって、意見書案第６号コロナ禍に

よる厳しい財政状況に対処し地方税財源の

充実を求める意見書の件は、原案のとおり

可決されました。 

 

◎ 意見書案第７号 

○議長（吉田敏男君） 追加日程第２ 意

見書案第７号国土強靱化に資する社会資本

整備等に関する意見書の件を議題といたし

ます。 

 本件につきましては、条例第６５条第３

項の規定により、提案理由の説明を省略を

いたします。 

 これから、質疑を行います。 

 質疑はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（吉田敏男君） 質疑なしと認めま

す。 

 これで質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。 

 討論はございませんか。 

 ５番田利正文君。 

○５番（田利正文君） 賛成討論をさせて

いただきます。 

 ４項目と９項目について、一定の意見を

述べさせていただいた上で賛成討論させて

いただきます。 

 一つは重要物流道路の問題ですが、これ

は道路法の改正によって２０１８年にでき

たというふうに認識しております。道路管

理者の審査なく通行、ごめんなさい、大型

車ですね。国際海上コンテナというのです

か、私は見たことないですけれども、そう

いう超大型車が道路管理者の審査なく通行

させる規制緩和だというふうに考えていま

す。それで、意見書のところに、さらなる

指定を図るというふうになっておりますの

で、そうなると国際海上コンテナ車と言わ

れるような高さ４.１メール、長さ１６.５

メール、最大重量４４トンという大きな車

が一般道路を通行する可能性もあります。

そうなると、道路の構造上、あるいは交通

安全上も非常に危険ではないかというふう

に思っております。それで、４項目の５行

目「ほか重要道路のさらなる指定を図るこ

と」というところを私は削除をすべきでは

ないかと考えています。 

 もう一つは、９項目のところですけれど

も、ダム建設の部分です。 

 これも私の認識は当てずっぽうであれか

もしれませんけれども、旭町で水没のとき

の発電用のダムでありますけれども、ダム
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の洪水調整力というのでしょうか、それに

は限界があるということがあの件で明らか

になったのではないかというふうに私は

思っています。それで、ダムの新設、既存

ダムの再開発、それに頼る治水対策を改め

るべきではないかというふうに思っており

ます。あるいは、生物の多様性という点

で、道内でイトウが生息できる河川に戻す

という取組があるように、９項目のところ

の「ダム建設再生などの対策をより一層加

速するために」と、この部分についは削除

する必要があるのではないかと考えている

ところです。 

 その２点を述べさせていただいた上で、

賛成討論とします。 

○議長（吉田敏男君） ここで、ちょっと

暫時休憩をいたします。 

 ちょっと審議させてください。 

午後 １時５３分 休憩 

午後 １時５４分 再開 

○議長（吉田敏男君） 休憩を閉じ、会議

を再開をいたします。 

 ただいまの今の賛成討論、田利議員の関

係ですけれども、文面の削除、これは

ちょっとなりません。これはなるとした

ら、田利議員、賛成討論ではなくて、反対

討論ということで、そこでそういうお話を

していただくことが肝要かなというふうに

思っています。 

 それと、今の議長会からいろいろな形で

出てきておりますけれども、これは足寄町

のみならず北海道全体のことも勘案しなが

らやっているものですから、足寄町だけの

ことに限ってということにはちょっとなっ

てこないものですから、そういった意味合

いも含めて御了解を賜りたいと、そのよう

に思います。 

 他に、討論はございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（吉田敏男君） 討論なしと認めま

す。 

 これで討論を終わります。 

 これから、意見書案第７号国土強靱化に

資する社会資本整備等に関する意見書の件

を採決をします。 

 この採決は、起立によって行います。 

 本件は、原案のとおり決定することに賛

成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（吉田敏男君） 全員の起立です。 

 したがって、意見書案第７号国土強靱化

に資する社会資本整備等に関する意見書の

件は、原案のとおり可決されました。 

 

◎ 意見書案第８号 

○議長（吉田敏男君） 追加日程第３ 意

見書案第８号コロナ禍における農畜産物の

消費拡大及び高温・干ばつによる農作物被

害対策を求める意見書の件を議題といたし

ます。 

 本件につきましても、条例第６５条第３

項の規定により、提案理由の説明を省略を

いたします。 

 これから、質疑を行います。 

 質疑はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（吉田敏男君） 質疑なしと認めま

す。 

 これで質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。 

 討論はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（吉田敏男君） 討論なしと認めま

す。 

 これで討論を終わります。 

 これから、意見書案第８号コロナ禍にお

ける農畜産物の消費拡大及び高温・干ばつ

による農作物被害対策を求める意見書の件

を採決をします。 

 この採決は、起立によって行います。 

 本件は、原案のとおり決定することに賛

成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（吉田敏男君） 全員の起立です。 
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 したがって、意見書案第８号コロナ禍に

おける農畜産物の消費拡大及び高温・干ば

つによる農作物被害対策を求める意見書の

件は、原案のとおり可決されました。 

 

◎ 所管事務調査期限の延期について 

○議長（吉田敏男君） 追加日程第４ 所

管事務調査期限の延期についての件を議題

といたします。 

 総務産業常任委員会及び文教厚生常任委

員会に付託中の所管事務調査については、

調査が終わらないので、同委員会から次期

定例会まで期限を延期されたいとの要求が

ありました。 

 お諮りをいたします。 

 委員会の要求のとおり、期限を延期する

ことに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（吉田敏男君） 異議なしと認めま

す。 

 したがって、総務産業常任委員会及び文

教厚生常任委員会に付託中の所管事務調査

について、調査の期限を委員会の要求のと

おり次期定例会まで延期することに決定を

いたしました。 

 

◎ 閉会中の継続調査申出書 

○議長（吉田敏男君） 追加日程第５ 閉

会中の継続調査申出書の件を議題といたし

ます。 

 総務産業常任委員会、広報広聴常任委員

会及び議会運営委員会の委員長から、条例

第１３６条の規定によってお手元に配付を

いたしましたとおり、閉会中の継続調査の

申出があります。 

 お諮りをいたします。 

 委員長の申出のとおり、閉会中の継続調

査にすることに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（吉田敏男君） 異議なしと認めま

す。 

 したがって、委員長の申出のとおり、閉

会中の継続調査とすることに決定をいたし

ました。 

 

◎ 閉会の議決 

○議長（吉田敏男君） お諮りをいたしま

す。 

 本定例会の会議に付された事件は、全て

終了をいたしました。 

 したがって、総合条例第２８条の規定に

よって本日で閉会をしたいと思います。 

 これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（吉田敏男君） 異議なしと認めま

す。 

 したがって、本定例会は、本日で閉会す

ることに決定をいたしました。 

 

◎ 閉会宣告 

○議長（吉田敏男君） これで、本日の会

議を閉じます。 

 令和３年第３回足寄町議会定例会を閉会

をいたします。 

午後 ２時００分 閉会 
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